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五

お

わ

り

に

一

は

じ

め

に

労
働
関
係
に
お
い
て
、
被
用
者
（
労
働
者
）（
１
）

は
労
務
の
提
供
を
行
い
、
そ
れ
に
対
し
て
使
用
者
は
賃
金
を
支
払
う
。
労
働
関
係
は
一

般
に
継
続
的
な
関
係
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
労
働
関
係
の
存
続
中
に
、
被
用
者
が
労
務
提
供
を
一
時
的
に
行
え
な
い
場
合
が
、
当
然
あ
り

う
る
。
被
用
者
の
不
就
労
期
間
中
は
、
不
就
労
の
原
因
が
使
用
者
の
責
に
帰
す
べ
き
事
由
に
あ
る
場
合
を
除
き
、
被
用
者
は
賃
金
請
求

権
を
失
う
（
民
法
五
三
六
条
参
照
）。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
契
約
法
の
原
則
は
、
労
働
法
規
や
労
働
協
約
、
就
業
規
則
、
個
別
の
契

約
に
よ
っ
て
、
修
正
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
規
定
は
、
概
し
て
言
え
ば
、
不
就
労
期
間
中
の
賃
金
喪
失
が
被
用
者
に
与
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え
る
影
響
を
考
慮
し
て
、
不
就
労
期
間
中
の
被
用
者
の
生
活
保
障
・
所
得
保
障
を
は
か
る
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
社
会
的

危
険
と
さ
れ
る
一
定
の
事
由
が
被
用
者
（
被
保
険
者
）
に
生
じ
た
場
合
に
は
、
社
会
保
険
か
ら
給
付
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
不

就
労
中
の
被
用
者
の
生
活
保
障
・
所
得
保
障
が
図
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

不
就
労
期
間
中
の
う
ち
、
被
用
者
の
疾
病
時
お
よ
び
女
性
被
用
者
の
出
産
時
に
関
し
て
、
ド
イ
ツ
と
日
本
は
、
二
つ
の
点
で
、
特
徴

的
な
違
い
が
あ
る
。
第
一
に
、
ド
イ
ツ
法
は
、
日
本
法
に
比
べ
て
、
被
用
者
に
高
い
水
準
の
給
付
を
規
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ド

イ
ツ
で
は
、
被
用
者
が
疾
病
を
理
由
に
労
働
不
能
と
な
り
欠
勤
し
た
場
合
、
不
就
労
期
間
中
も
（
た
だ
し
、
最
長
六
週
間
）
一
〇
〇
％

の
賃
金
が
継
続
支
払
い
さ
れ
る
の
に
対
し
て
（
賃
金
継
続
支
払
法
三
条
一
項
）、
日
本
法
の
下
で
は
、
負
傷
・
疾
病
を
理
由
と
す
る
不

就
労
期
間
中
に
、
被
用
者
は
賃
金
の
六
〇
％
相
当
額
を
保
障
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
（
労
基
法
七
六
条
﹇
休
業
補
償
﹈、
労
災
法
一
四
条

﹇
休
業
補
償
給
付
﹈、
労
災
法
二
二
条
の
二
﹇
休
業
給
付
﹈、
健
保
法
九
九
条
﹇
傷
病
手
当
金
﹈
参（
２
）

照
）。

ま
た
、
女
性
被
用
者
の
出
産

時
に
関
し
て
、
危
険
有
害
業
務
に
対
す
る
就
業
制
限
期
間
な
い
し
産
前
産
後
の
保
護
期
間
中
、
ド
イ
ツ
で
は
、
女
性
被
用
者
に
従
前
の

賃
金
が
保
障
さ
れ
る
の
に
対
し
て
（
母
性
保
護
法
一
一
条
一
項
、
一
三
条
、
一
四
条
一
項
参
照
）、
日
本
で
は
、
労
基
法
で
危
険
有
害

業
務
へ
の
就
業
を
制
限
す
る
の
み
で
（
労
基
法
六
四
条
の
三
）、
所
得
保
障
に
関
す
る
規
定
を
欠
い
て
い
る
。
産
前
産
後
の
保
護
期
間

中
は
、
疾
病
時
同
様
、
出
産
手
当
金
と
し
て
賃
金
の
六
〇
％
が
保
障
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
（
健
保
法
一
〇
二
条
）。

ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
第
二
の
特
徴
は
、
被
用
者
に
対
す
る
こ
れ
ら
の
給
付
が
、
使
用
者
の
負
担
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
日
本
に
お
い
て
は
、
被
用
者
の
疾
病
時
な
い
し
出
産
時
の
所
得
保
障
は
、
主
と
し
て
労
災
保
険
や
健
康
保
険
の
問
題
で
あ

り
、
支
給
は
社
会
保
険
給
付
と
し
て
な
さ
れ
る
の
に
対
し
（「
社
会
保
険
法
に
よ
る
解
決
」）、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
疾
病
被
用
者
の

所
得
保
障
は
、
疾
病
を
理
由
と
す
る
労
働
不
能
の
初
め
の
六
週
間
に
つ
い
て
、
使
用
者
に
よ
る
賃
金
継
続
支
払
の
形
で
図
ら
れ
て
い
る

（「
労
働
法
に
よ
る
解
決
」）。
女
性
被
用
者
の
出
産
時
の
所
得
保
障
に
つ
い
て
は
、「
労
働
法
に
よ
る
解
決
」な
い
し「
分
裂
し
た
解
決
」

（阪大法学）５３（３・４―２９８）９２０〔２００３．１１〕



が
と
ら
れ
て
お
り
、
使
用
者
は
単
独
で
、
あ
る
い
は
疾
病
金
庫
と
と
も
に
、
費
用
を
負
担
す
る
。
な
お
、
疾
病
被
用
者
が
六
週
間
を
こ

え
て
休
業
し
て
い
る
場
合
、
初
め
の
六
週
間
は
使
用
者
か
ら
賃
金
が
継
続
支
払
い
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
は
、
疾
病
が
労
働
災
害
に
よ
る

も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
同
業
者
保
険
組
合
か
ら
傷
病
手
当
が
（
社
会
法
典
第
七
編
四
五
条
）、
私
傷
病
の
場
合
に
は
疾
病
金
庫
か
ら

疾
病
手
当
が
支
給
さ
れ
る
（
社
会
法
典
第
五
編
四
四
条
）。
つ
ま
り
、
長
期
の
疾
病
被
用
者
に
対
す
る
所
得
保
障
と
し
て
は
、「
労
働
法

に
よ
る
解
決
」
が
な
さ
れ
た
後
に
、「
社
会
保
険
法
に
よ
る
解
決
」
へ
と
移
行
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
「
労
働
法
に
よ
る
解
決
」
・
「
社
会
保
険
法
に
よ
る
解
決
」
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
た
い
。
こ
れ
ら
の
表
現
は
、
疾
病
被

用
者
に
対
す
る
賃
金
継
続
支
払
の
法
制
化
を
め
ぐ
る
一
連
の
議
論
に
お
い
て
多
用
さ
れ
た
。
明
確
な
定
義
が
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
特
徴
を
指
摘
す
る
と
、「
労
働
法
に
よ
る
解
決
」
は
�
保
険
原
理
に
よ
ら
な
い
、
�
使
用
者
の
負
担
に
基
づ
く
給
付
で
あ
り
、

一
方
、「
社
会
保
険
法
に
よ
る
解
決
」
は
�
保
険
原
理
に
よ
る
、
�
社
会
保
障
給
付
の
一
つ
で
あ
り
、
�
連
帯
思
想
に
裏
付
け
ら
れ
て

い
る
も
の
と
い
え
る
。
所
得
保
障
の
担
い
手
が
複
数
に
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
法
制
化
を
め
ぐ
る
議
論
で
は
、
使
用
者
と
社
会

保
険
の
保
険
者
双
方
が
給
付
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
方
法
が
、「
分
裂
し
た
解
決
」
と
言
い
表
さ
れ
（
３
）

た
。

さ
て
、
被
用
者
に
対
す
る
高
水
準
の
給
付
が
予
定
さ
れ
、
し
か
も
、
そ
の
全
部
も
し
く
は
一
部
を
使
用
者
が
負
担
す
る
こ
と
が
法
律

上
の
要
請
で
あ
る
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
制
度
を
維
持
す
る
こ
と
は
被
用
者
保
護
に
資
す
る
反
面
、
高
い
人
件
費
が
使
用
者

に
と
っ
て
大
き
な
問
題
と
な
る
。
と
く
に
、
人
件
費
の
割
合
の
高
い
小
企
業
に
お
い
て
は
、
切
実
な
問
題
と
な
る
。
と
い
う
の
も
、
疾

病
に
罹
っ
て
欠
勤
し
て
い
る
被
用
者
に
対
し
て
賃
金
を
支
払
う
だ
け
で
も
負
担
に
な
る
が
、
そ
の
う
え
、
代
替
要
員
の
た
め
の
費
用
も

支
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
と
く
に
小
企
業
に
お
い
て
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
蔓
延
し
た
場
合
や
労
働
災
害
が
発
生
し

て
複
数
の
被
用
者
が
罹
災
し
た
場
合
に
、
使
用
者
が
受
け
る
打
撃
は
大
き
い
。
そ
こ
で
使
用
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
被
用
者

の
疾
病
時
な
い
し
出
産
時
に
か
か
る
給
付
に
つ
い
て
、
小
企
業
使
用
者
を
対
象
と
す
る
費
用
調
整
制
度
（A

u
sgleich

sverfah
ren

）

小企業使用者に対する費用調整制度

（阪大法学）５３（３・４―２９９）９２１〔２００３．１１〕



が
お
か
れ
、
被
用
者
に
給
付
を
行
っ
た
使
用
者
に
対
し
て
、
そ
の
費
用
の
全
部
も
し
く
は
一
部
を
支
払
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
該
使
用

者
の
経
済
状
況
を
回
復
さ
せ
て
い
る
。
費
用
調
整
制
度
は
、
旧
賃
金
継
続
支
払
法
（L

oh
n

fortzah
lu

n
gsgesetz,

B
G

B
l.

I
1969,

S
.946.

以
下
、
Ｌ
Ｆ
Ｚ
Ｇ
と
す
る
）
に
法
的
根
拠
を
有
し
て
い（
４
）

る
。

費
用
調
整
制
度
に
参
加
す
る
使
用
者
は
、
疾
病
金
庫
に
分
担
金
（U

m
lage

）
を
納
め
、
疾
病
・
出
産
に
よ
り
就
労
し
な
か
っ
た
被

用
者
に
対
し
て
支
払
っ
た
費
用
に
つ
き
、
疾
病
金
庫
か
ら
そ
の
全
部
も
し
く
は
一
部
の
支
払
い
を
受
け
る
。
疾
病
金
庫
が
制
度
実
施
機

関
で
あ
る
こ
と
、
分
担
金
の
納
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
そ
れ
が
財
源
と
な
る
こ
と
、
分
担
金
算
定
に
あ
た
っ
て
は
公
的
年
金
保
険
の
保

険
料
算
定
基
礎
と
な
る
賃
金
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
、
Ｌ
Ｆ
Ｚ
Ｇ
に
規
定
が
な
い
場
合
に
は
疾
病
保
険
法
の
各
規
定
が
準
用
さ
れ
る
こ
と

（
Ｌ
Ｆ
Ｚ
Ｇ
一
七
条
）、
一
定
規
模
以
下
の
使
用
者
は
参
加
が
強
制
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
使
用
者
と
、
実
施
機
関
で
あ
る
疾

病
金
庫
の
法
的
関
係
は
、
公
法
上
の
関
係
と
理
解
さ（
５
）

れ
、
裁
判
管
轄
は
社
会
裁
判
所
が
有
す
る
こ
と
か（
６
）

ら
、
社
会
保
険
的
性
格
が
極
め

て
強
い
制
度
で
あ
る
と
言
え
る
。「
労
働
法
に
よ
る
解
決
」
あ
る
い
は
「
分
裂
し
た
解
決
」
に
基
づ
く
制
度
を
維
持
す
る
た
め
に
、
社

会
保
険
類
似
の
方
式
が
導
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
注
目
さ
れ（
７
）

る
。

本
稿
で
は
、
費
用
調
整
制
度
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
（
二
、
三
）、
そ
の
必
要
性
と
許
容
性
を
、
裁
判
例
を
通
し
て
検
討
す
る
（
四
）。

二

費
用
調
整
制
度
の
生
成
と
拡
大

１
、
費
用
調
整
制
度
と
労
災
保
険
の
異
同

費
用
調
整
制
度
は
、
使
用
者
に
よ
る
使
用
者
の
た
め
の
「
保
険
」
と
い
う
点
で
、
労
災
保
険
（
社
会
法
典
第
七
編
）
と
共
通
す
る
。

両
者
は
、
被
用
者
の
一
定
の
「
事
故
」（
前
者
で
あ
れ
ば
、
疾
病
、
出
産
、
後
者
で
あ
れ
ば
、
労
働
災
害
）
の
際
に
、
被
用
者
に
対
す

る
所
得
保
障
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
使
用
者
が
、
あ
ら
か
じ
め
一
定
の
費
用
を
拠
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
被
用
者
の
「
事
故
」
に
伴

（阪大法学）５３（３・４―３００）９２２〔２００３．１１〕



っ
て
生
ず
る
経
済
的
負
担
を
軽
減
さ
れ
る
と
い
う
点
で
、
類
似
す
る
。

し
か
し
、
両
者
は
以
下
の
点
で
異
な
る
。
す
な
わ
ち
、
労
災
保
険
が
す
べ
て
の
企
業
に
適
用
さ
れ
る
の
に
対
し
、
費
用
調
整
制
度
の

対
象
は
小
企
業
で
あ
り
、
そ
の
他
の
企
業
の
参
加
は
、
任
意
で
あ
る
（
Ｌ
Ｆ
Ｚ
Ｇ
一
九
条
参（
８
）

照
）。

ま
た
、
労
災
保
険
に
お
い
て
は
使

用
者
に
代
わ
っ
て
同
業
者
保
険
組
合
か
ら
給
付
が
な
さ
れ
る
の
に
対
し
、
費
用
調
整
制
度
は
使
用
者
が
負
担
し
た
額
の
全
部
も
し
く
は

一
部
を
後
か
ら
使
用
者
に
支
給
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
労
災
保
険
の
主
た
る
目
的
は
予
防
、
原
状
回
復
、
補
償
に
あ
り
（
社
会

法
典
第
七
編
一
条
）、
そ
の
た
め
、
所
得
保
障
以
外
の
目
的
で
も
給
付
が
な
さ
れ
る
が
、
費
用
調
整
制
度
に
お
い
て
は
、
金
銭
給
付
に

限
定
さ
れ
る
。
使
用
者
が
経
済
的
負
担
を
当
然
負
う
べ
き
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
労
災
保
険
が
使
用
者
の
賠
償
責
任
保
険
的
意
味
合

い
が
あ
る
の
に
対
し
て
（
社
会
法
典
第
七
編
一
〇
四
条
以
下
参（
９
）

照
）、
費
用
調
整
制
度
に
お
い
て
は
使
用
者
の
賠
償
責
任
が
問
題
と
な

っ
て
い
な
い
。

費
用
調
整
制
度
と
労
災
保
険
は
、
ど
ち
ら
も
使
用
者
の
経
済
的
リ
ス
ク
を
使
用
者
集
団
で
回
避
す
る
制
度
で
は
あ
る
が
、
以
上
の
点

を
考
慮
す
る
と
、
両
者
は
本
質
的
に
異
な
る
制
度
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

２
、
費
用
調
整
制
度
の
実
現
ま
で

費
用
調
整
制
度
の
主
た
る
目
的
は
、
小
企
業
使
用
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
に
あ
る
が
、
Ｌ
Ｆ
Ｚ
Ｇ
が
制
定
さ
れ
る
以
前
は
、
そ

の
目
的
の
み
な
ら
ず
、
労
働
者
と
職
員
の
平
等
と
い
う
社
会
政
策
的
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
費
用
調
整
制
度
が
整
備
さ
れ
る
べ
き
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
と
い
う
の
も
、
被
用
者
が
疾
病
に
罹
り
休
業
し
た
場
合
の
取
り
扱
い
が
労
働
者
と
職
員
と
で
大
き
く
異
な
っ

て
い
た
た
め
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
職
員
に
つ
い
て
は
、
一
九
三
〇
年
か
ら
三
一
年
に
出
さ
れ
た
ラ
イ
ヒ
大
統
領
緊
急
命
令
以
後
、
疾
病

時
の
賃
金
継
続
支
払
請
求
権
が
保
障
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
疾
病
労
働
者
は
、
法
律
の
規
定
に
よ
れ
ば
使
用
者
か
ら
賃
金
を

小企業使用者に対する費用調整制度
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受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
も
の
の
（
民
法
典
旧
六
一
六
条
一
項
、
現
行
法
六
一
六
条
）、
当
該
規
定
は
任
意
規
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

使
用
者
が
疾
病
労
働
者
に
対
し
て
賃
金
を
継
続
支
払
い
す
る
ケ
ー
ス
は
実
際
稀
で
あ
っ（
１０
）

た
。
む
し
ろ
、
労
働
者
は
疾
病
に
よ
る
休
業
期

間
中
、
疾
病
金
庫
か
ら
疾
病
手
当
（
基
本
給
の
五
〇
％
）
を
受
給
す
る
と
い
う
の
が
、
一
般
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
一
九
五
〇
年

代
に
な
る
と
、
労
働
者
と
職
員
間
の
、
疾
病
時
の
所
得
保
障
に
関
す
る
不
平
等
を
是
正
し
、
労
働
者
に
対
し
て
も
職
員
同
様
の
、
疾
病

時
の
所
得
保
障
を
行
う
こ
と
が
政
策
課
題
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
使
用
者
に
対
し
て
新
た
な
負
担
を
求
め
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

使
用
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
方
法
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
疾
病
労
働
者
に
対
す
る
賃
金
継
続
支
払
の
法
制
化
が
、
非
現
実
的
で
は

な
い
こ
と
を
裏
付
け
る
必
要
が
あ
っ
た
。

ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
（
以
下
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
す
る
）
は
、
一
九
五
五
年
、
疾
病
時
の
す
べ
て
の
被
用
者
の
平
等
取
り
扱
い
に
関
す
る
法

律
の
草
案
を
提
出
し（
１１
）

た
。
同
草
案
は
、
民
法
典
六
一
六
条
に
、
疾
病
被
用
者
の
六
週
間
の
賃
金
継
続
支
払
請
求
権
を
明
記
し
（
一
九
五

五
年
Ｓ
Ｐ
Ｄ
草
案
一
条
�
民
法
典
六
一
六
条
の
変
更
）、
そ
れ
に
よ
り
増
大
す
る
使
用
者
の
負
担
に
対
処
す
る
た
め
に
、
業
種
別
に
調

整
基
金
（A

u
sgleich

sstock

）
を
設
置
し
、
一
〇
〇
人
以
下
の
被
用
者
を
雇
用
す
る
使
用
者
を
強
制
的
に
加
入
さ
せ
、
分
担
金
を
徴

収
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
疾
病
時
の
賃
金
保
障
を
行
っ
た
使
用
者
に
対
し
て
、
当
該
使
用
者
が
支
払
っ
た
賃
金
の
七
五
％
を
支
給
す
る

こ
と
を
予
定
し
た
（
同
草
案
二
条
）。

こ
の
草
案
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
（
以
下
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
と
す
る
）
は
、
児
童
手
当
に
関
す
る
家
族
負
担
調
整
金
庫

（F
am

ilien
au

sgleich
skassen

）
の
設（
１１
ａ
）

置
に

Ｓ
Ｐ
Ｄ
が
反
対
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
な
ぜ
疾
病
時
に
は
調
整
基
金
を
設
立
し
う

る
の
か
、
疑
問
視
し（
１２
）

た
。
ま
た
、
調
整
基
金
の
導
入
は
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
試
算
に
よ
れ
ば
、
人
件
費
の
二
・
四
％
高
騰
を
引
き
起
こ
す
た
め
、

導
入
す
る
こ
と
が
正
当
で
あ
る
か
は
疑
問
で
あ（
１３
）

り
、
調
整
基
金
に
よ
る
制
度
以
外
に
も
、
使
用
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
方
法
が
あ
る
と

主
張
し
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
で
さ
ら
に
審
議
す
る
こ
と
が
、
提
案
さ
れ（
１４
）

た
。
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社
会
政
策
委
員
会
で
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
草
案
は
経
済
的
、
財
政
的
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
り
、
た
と
え
、
調
整
基
金
の
設
立

に
よ
り
リ
ス
ク
が
分
散
さ
れ
た
と
し
て
も
、
経
済
全
体
で
考
え
た
場
合
に
は
、
負
担
が
重
す
ぎ
る
、
と
判
断
さ
れ（
１５
）

た
。
そ
し
て
、
Ｓ
Ｐ

Ｄ
草
案
一
条
が
否
決
さ
れ
た
た
め
、
そ
れ
に
と
も
な
い
、
調
整
基
金
に
関
す
る
同
草
案
二
条
も
、
否
決
し
た
も
の
と
さ
れ（
１６
）

た
。
社
会
政

策
委
員
会
は
、
代
案
と
し
て
「
分
裂
し
た
解
決
」
―
―
疾
病
労
働
者
に
対
し
て
、
疾
病
金
庫
が
疾
病
手
当
を
、
使
用
者
が
手
当
を
、
支

給
す
る
―
―
を
採
用
し
た（
１７
）

が
、
こ
の
案
は
、
使
用
者
に
大
き
な
負
担
を
か
け
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
社
会
政
策
委
員
会
に
お
い
て
、

使
用
者
に
対
す
る
費
用
調
整
に
つ
い
て
、
そ
れ
以
上
の
議
論
は
、
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
、
そ
の
後
も
、
疾
病
被
用
者
に
対
す

る
六
週
間
の
賃
金
継
続
支
払
と
費
用
調
整
制
度
を
内
容
と
す
る
修
正
動
議
を
提
出
し
た（
１８
）

が
、
連
邦
議
会
で
は
、「
分
裂
し
た
解
決
」
を

主
張
す
る
Ｃ
Ｄ
Ｕ
と
、
賃
金
継
続
支
払
、
す
な
わ
ち
、「
労
働
法
に
よ
る
解
決
」
を
主
張
す
る
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
で
、
調
整
基
金
に
関
す
る
議

論
は
平
行
線
を
た
ど
っ
た
ま
ま
で
あ
っ（
１９
）

た
。
一
九
五
七
年
、「
分
裂
し
た
解
決
」
を
内
容
と
す
る
「
疾
病
時
に
お
け
る
労
働
者
の
経
済

的
保
障
改
善
法
」（
以
下
、
疾
病
労
働
者
保
障
法
と
す
る
）
が
成
立
し
（B

G
B

l.
I

1957,
S

.649

）、
労
働
者
に
対
す
る
疾
病
時
の
所

得
保
障
が
改
善
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
、
使
用
者
に
大
き
な
負
担
を
課
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
た
め
（
使
用
者
は
賃
金
の
一
五
〜
二
五
％

を
手
当
と
し
て
支
払
う
）、
調
整
基
金
は
制
度
化
さ
れ
な
か
っ
た
。

一
九
六
二
年
、
連
邦
政
府
は
、
社
会
保
障
一
括
法
（“S

ozialpaket”

）
の
一
つ
と
し
て
、
賃
金
継
続
支
払
法
草
案
を
提
出
し（
２０
）

た
。
同

草
案
は
、「
労
働
法
に
よ
る
解
決
」
を
と
り
、
賃
金
継
続
支
払
の
原
則
と
し
て
、
被
用
者
が
自
己
に
責
な
く
疾
病
を
理
由
と
し
て
労
務

給
付
が
妨
げ
ら
れ
た
場
合
に
、
六
週
間
ま
で
の
期
間
、
賃
金
請
求
権
を
失
わ
な
い
こ
と
を
規
定
し
た
（
同
草
案
一
条
一
項
）。
そ
の
結

果
、
使
用
者
の
負
担
が
増
大
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
同
草
案
は
、
使
用
者
が
負
担
し
た
費
用
が
返
還
さ
れ
る
制
度
を
考
え
、
実
施
機

関
に
疾
病
保
険
の
各
保
険
者
を
あ
て
た
（
同
草
案
一
〇
条
）。
使
用
者
が
労
働
者
の
賃
金
継
続
支
払
に
用
い
た
費
用
の
七
五
％
が
、
使

用
者
に
支
給
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
費
用
は
分
担
金
と
し
て
使
用
者
が
負
担
す
る
も
の
と
さ
れ
た
（
同
草
案
一
一
条
）。
こ
の
政

小企業使用者に対する費用調整制度
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府
草
案
は
、
疾
病
保
険
制
度
の
改
正
が
計
画
通
り
に
進
ま
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
廃
案
に
な
っ
た
。

一
九
六
九
年
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
Ｃ
Ｄ
Ｕ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
賃
金
継
続
支
払
法
草
案
を
提
出
し
た（
２１
）

が
、
ど
ち
ら
の
草
案
も
一
九
六
二
年
政
府
草

案
同
様
、「
労
働
法
に
よ
る
解
決
」
を
採
用
し
た
。
そ
し
て
、「
労
働
法
に
よ
る
解
決
」
が
、
人
件
費
の
高
い
小
企
業
に
と
っ
て
と
く
に

重
い
負
担
と
な
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
企
業
の
存
続
に
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
こ
と
か
ら
、
使
用
者
に
対
す
る
救
済
と
し
て
、
費
用
調

整
制
度
を
お
い
た
。
二
つ
の
草
案
は
、
以
下
の
特
徴
を
有
す
る
。
ま
ず
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
草
案
は
、
費
用
調
整
制
度
に
参
加
す
る
使
用
者
を
、

通
常
二
〇
人
以
下
の
被
用
者
を
雇
用
す
る
使
用
者
に
限
定
し
、
支
給
額
を
使
用
者
が
支
払
っ
た
額
の
八
〇
％
と
し
た
（
Ｃ
Ｄ
Ｕ
草
案
九

条
）。
Ｃ
Ｄ
Ｕ
草
案
が
小
企
業
の
み
を
対
象
と
し
た
の
は
、
小
企
業
で
は
大
企
業
に
比
べ
て
疾
病
件
数
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
大
企
業

を
費
用
調
整
制
度
に
取
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
小
企
業
に
大
企
業
を
救
済
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ず
、
ま
た
、
調
整
の
実
施
に

伴
う
事
務
費
の
増
加
を
避
け
る
こ
と
に
よ
る
。
ま
た
、
支
給
額
を
八
〇
％
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
残
り
の
二
〇
％
に
つ
い
て
は
小
企

業
に
負
担
が
残
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
そ
の
程
度
で
あ
れ
ば
受
忍
可
能
で
あ
る
と
い
う
考
え
に
基
づ
く
。
Ｃ
Ｄ
Ｕ
草
案
に

は
、
任
意
調
整
手
続
に
関
す
る
規
定
は
な
く
、
大
企
業
が
費
用
調
整
制
度
に
参
加
す
る
こ
と
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ

草
案
の
第
一
の
特
徴
は
、
費
用
調
整
制
度
に
す
べ
て
の
使
用
者
（
た
だ
し
、
公
勤
務
の
領
域
は
除
く
）
を
参
加
さ
せ
、
さ
ら
に
労
働
者

に
支
払
っ
た
賃
金
に
つ
い
て
そ
の
全
額
を
支
給
す
る
こ
と
に
あ
る
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
草
案
九
条
）。
小
企
業
使
用
者
に
対
す
る
措
置
と
し
て
、

通
常
二
〇
人
以
下
の
被
用
者
を
雇
用
す
る
使
用
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
規
模
に
応
じ
て
、
分
担
金
の
料
率
を
五
〜
二
〇
％
、
割
り
引
く

も
の
と
す
る
（
同
草
案
一
三
条
三
項
）。
ま
た
、
制
度
は
個
々
の
疾
病
金
庫
に
よ
っ
て
運
用
さ
れ
る
が
、
州
疾
病
金
庫
連
合
会

（L
an

desverbän
de

）に
よ
る
財
政
調
整
を
、
規
約
で
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
（
同
草
案
一
六
条
）。
こ
れ
ら
の
草
案
を
ふ
ま

え
て
、
労
働
委
員
会
は
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
草
案
の
基
本
的
枠
組
み
を
採
用
し
て
、
二
〇
人
以
下
の
被
用
者
を
雇
用
す
る
使
用
者
を
対
象
に
、
疾

病
労
働
者
に
支
払
っ
た
賃
金
の
八
〇
％
を
使
用
者
に
支
給
す
る
、
費
用
調
整
制
度
を
提
案（
２２
）

し
、
社
会
政
策
委
員
会
も
こ
の
提
案
に
し
た

（阪大法学）５３（３・４―３０４）９２６〔２００３．１１〕



が
っ
た
。
費
用
調
整
制
度
に
参
加
す
る
使
用
者
を
、
小
規
模
の
企
業
に
限
定
し
た
理
由
は
、
関
係
者
へ
の
意
見
聴
取
の
結
果
、
小
企
業

の
み
の
方
が
適
し
て
い
る
と
の
判
断
に
よ（
２３
）

る
。
支
給
額
を
八
〇
％
に
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
説
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
Ｓ

Ｐ
Ｄ
草
案
が
示
し
た
財
政
調
整
の
規
定
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
理
由
が
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
費
用
調
整
制
度

に
参
加
す
る
使
用
者
を
小
規
模
の
企
業
に
限
定
し
た
こ
と
に
関
連
し
て
、
使
用
者
側
か
ら
の
提
案
に
沿
う
形
で
、
任
意
の
制
度
を
設
立

す
る
可
能
性
を
開
い
た
こ
と
が
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
草
案
か
ら
の
前
進
と
し
て
注
目
さ
れ（
２４
）

る
。

労
働
委
員
会
草
案
を
受
け
継
い
で
、
Ｌ
Ｆ
Ｚ
Ｇ
が
成
立
し
（B

G
B

l.
I

1969,
S

.946

）、
小
企
業
使
用
者
に
対
す
る
費
用
調
整
が
実

施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

３
、
費
用
調
整
制
度
の
拡
大

（
１
）
費
用
調
整
の
対
象
と
人
的
適
用
範
囲
の
拡
大
―
―
一
九
八
五
年
就
業
促
進
法

一
九
八
五
年
に
、
有
期
雇
用
や
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
の
促
進
な
ど
を
目
的
と
す
る
、
広
義
の
就
業
促
進
法
が
制
定
さ
れ
た
（B

G
B

l.

I
1985,S

.710

）。
同
法
は
、
Ｌ
Ｆ
Ｚ
Ｇ
の
改
正
を
一
内
容
と
し
て
お
り
、
費
用
調
整
の
対
象
と
人
的
適
用
範
囲
が
拡
大
さ
れ
た
。

職
業
訓
練
生
が
疾
病
に
罹
っ
た
場
合
に
も
、
使
用
者
は
報
酬
を
継
続
支
払
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
（
職
業
訓
練
法
一
二
条
一
項
二

号
）、
そ
れ
ま
で
、
費
用
調
整
の
対
象
は
、
使
用
者
が
労
働
者
の
疾
病
時
に
支
払
っ
た
賃
金
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
小

企
業
使
用
者
が
、
職
業
訓
練
生
が
疾
病
に
罹
っ
た
際
の
出
費
を
お
そ
れ
て
、
職
業
訓
練
生
の
受
け
入
れ
を
躊
躇
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り

か
ね
な（
２５
）

い
。
そ
こ
で
、
職
業
訓
練
生
の
疾
病
時
に
使
用
者
が
支
払
っ
た
報
酬
も
、
費
用
調
整
の
対
象
に
含
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

対
象
拡
充
の
第
二
点
は
、
母
性
保
護
関
連
給
付
に
対
す
る
支
給
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

母
性
保
護
関
連
給
付
に
対
す
る
支
給
は
、
使
用
者
の
母
性
保
護
関
連
給
付
の
負
担
が
、
女
性
被
用
者
の
雇
用
を
阻
害
し
て
い
る
と
考

小企業使用者に対する費用調整制度
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え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
と
く
に
雇
用
阻
害
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
の
が
、
産
前
産
後
期
間
の
出
産
手
当
の
付
加
手
当

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
産
前
産
後
の
保
護
期
間
中
、
女
性
被
用
者
は
、
休
業
前
賃
金
に
相
当
す
る
額
を
受
け
取
る
が
、
そ
れ
は
、
疾
病

金
庫
（
な
い
し
連
邦
）
か
ら
支
払
わ
れ
る
出
産
手
当
（
現
在
は
一
暦
日
の
上
限
が
一
三
ユ
ー
ロ
）
と
、
使
用
者
か
ら
支
払
わ
れ
る
付
加

手
当
（
手
取
り
賃
金
と
出
産
手
当
の
差
額
）
か
ら
な
る
。
疾
病
金
庫
（
な
い
し
連
邦
）
の
負
担
額
は
一
定
額
に
抑
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、

女
性
被
用
者
の
賃
金
が
高
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
使
用
者
が
負
担
す
べ
き
付
加
手
当
の
額
は
増
大
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
こ
と
が
、

女
性
被
用
者
の
採
用
抑
制
に
つ
な
が
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
、
付
加
手
当
、
そ
し
て
就
業
制
限
期
間
中
の
賃
金
を
、
新
た
に
費
用
調

整
の
対
象
に
含
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

母
性
保
護
関
連
給
付
に
対
す
る
支
給
が
加
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
は
適
用
対
象
外
で
あ
っ
た
職
員
の
み
雇
用
し
て
い
る
小

事
業
所
に
も
Ｌ
Ｆ
Ｚ
Ｇ
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ（
２６
）

た
。
そ
の
結
果
、
よ
り
多
く
の
使
用
者
が
制
度
に
参
加
し
、
費
用
調
整
を
受
け
る

可
能
性
が
広
が
っ
た
。

費
用
調
整
制
度
に
参
加
す
る
使
用
者
は
、
職
業
訓
練
生
を
除
い
て
、
通
常
二
〇
人
以
下
の
被
用
者
を
雇
用
す
る
使
用
者
で
あ
る
が（
Ｌ

Ｆ
Ｚ
Ｇ
一
〇
条
一
項
）、
被
用
者
数
の
算
定
方
法
が
次
の
よ
う
に
変
更
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
、
週
労
働
時
間
が
三
〇
時
間
以
下
の
短
時

間
被
用
者
も
、
一
人
と
し
て
数
え
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
勤
務
時
間
に
応
じ
て
、
割
合
的
に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な

わ
ち
、
週
労
働
時
間
が
一
〇
時
間
を
こ
え
二
〇
時
間
以
下
の
被
用
者
は
、
〇
・
五
人
、
二
〇
時
間
を
こ
え
三
〇
時
間
以
下
の
被
用
者
は
、

〇
・
七
五
人
と
し
て
計
算
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
り
、
短
時
間
被
用
者
を
多
数
雇
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
り
、
費
用
調
整
制
度
の
適
用
を
除
外

さ
れ
て
い
た
使
用
者
が
、
費
用
調
整
制
度
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
っ（
２７
）

た
。
な
お
、
週
労
働
時
間
が
一
〇
時
間
（
も
し
く
は
月
労
働
時

間
が
四
五
時
間
）
を
こ
え
な
い
被
用
者
お
よ
び
重
度
障
害
者
は
、
被
用
者
数
の
算
定
に
あ
た
っ
て
、
数
に
入
れ
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
各
疾
病
金
庫
の
規
約
で
、
費
用
調
整
制
度
に
参
加
す
る
使
用
者
を
、「
職
業
訓
練
生
を
除
い
て
、
通
常
三
〇
人
以
下
の
被
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用
者
を
雇
用
す
る
使
用
者
」
に
ま
で
拡
張
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。

（
２
）
支
給
割
合
の
改
善
―
―
一
九
九
六
年
母
性
保
護
修
正
法

一
九
九
六
年
の
母
性
保
護
修
正
法
（B

G
B

l.
I

1996,
S

.2110

）
に
よ
り
、
母
性
保
護
関
連
給
付
に
対
す
る
使
用
者
へ
の
支
給
が
、

こ
れ
ま
で
の
一
部
支
給
（
八
〇
％
）
か
ら
全
額
支
給
（
一
〇
〇
％
）
に
改
善
さ
れ
た
。
ま
た
、
規
約
に
よ
っ
て
、
母
性
保
護
法
関
連
給

付
に
関
す
る
支
給
割
合
を
引
き
下
げ
る
こ
と
が
、
認
め
ら
れ
な
く
な
っ（
２８
）

た
。
企
業
の
約
九
割
は
小
企
業
で
あ
る
の
で
、
母
性
保
護
給
付

に
関
す
る
小
企
業
使
用
者
へ
の
支
給
割
合
の
改
善
は
、
若
い
世
代
の
女
性
被
用
者
の
雇
用
促
進
に
つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ
て
い（
２９
）

る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
疾
病
時
の
給
付
に
対
す
る
支
給
割
合
は
、
Ｌ
Ｆ
Ｚ
Ｇ
制
定
当
時
と
同
じ
八
〇
％
で
あ
り
、
ま
た
、
規
約
に
よ
り
支

給
割
合
を
引
き
下
げ
る
こ
と
も
許
さ
れ
て
い
る
。

三

制

度

概

要

１
、
当

事

者

（
１
）
制
度
に
参
加
す
る
使
用
者

少
な
く
と
も
一
人
の
被
用
者
を
雇
用
し
て
い
る
者
は
、
自
然
人
、
法
人
を
問
わ
ず
、
使
用
者
と
な
る
。
そ
の
う
ち
、
費
用
調
整
制
度

に
参
加
す
る
使
用
者
は
、
通
常
二
〇
人
以
下
の
被
用
者
を
雇
用
す
る
者
で
あ
る
（
Ｌ
Ｆ
Ｚ
Ｇ
一
〇
条
一
項
）。
後
述
の
よ
う
に
（（
２
））、

費
用
調
整
制
度
の
対
象
と
な
る
被
用
者
は
、
す
べ
て
の
者
で
な
く
特
定
の
被
用
者
グ
ル
ー
プ
（
労
働
者
、
女
性
）
で
あ
る
の
だ
が
、
算

定
の
際
に
こ
の
こ
と
は
考
慮
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
で
は
国
民
皆
保
険
制
度
を
と
っ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
被
用
者
が
法
定
疾
病

保
険
の
被
保
険
者
で
な
い
場
合
が
あ
り
う
る
が
、
被
用
者
の
被
保
険
者
資
格
の
有
無
も
こ
こ
で
は
問
題
と
な
ら
な
い
。

算
定
に
あ
た
っ
て
、
職
業
訓
練
生
は
算
入
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
勤
務
時
間
が
と
く
に
短
い
被
用
者
（
週
労
働
時
間
が
一
〇
時
間
も
し

小企業使用者に対する費用調整制度
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く
は
月
労
働
時
間
が
四
五
時
間
以
下
の
者
）
と
重
度
障
害
者
も
、
数
に
入
れ
ら
れ
な
い
（
Ｌ
Ｆ
Ｚ
Ｇ
一
〇
条
二
項
）。
短
時
間
被
用
者

の
う
ち
、
週
労
働
時
間
が
一
〇
時
間
を
こ
え
二
〇
時
間
以
下
の
者
は
〇
・
五
人
、
二
〇
時
間
を
こ
え
三
〇
時
間
以
下
の
者
は
〇
・
七
五

人
と
し
て
、
計
算
さ
れ
る
。

使
用
者
が
費
用
調
整
制
度
に
参
加
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
否
か
を
判
断
す
る
た
め
に
は
、
被
用
者
の
範
囲
を
確
定
す
る
こ
と
が
必

要
と
な
る
が
、
法
は
右
に
あ
げ
た
職
業
訓
練
生
、
短
時
間
被
用
者
、
重
度
障
害
者
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
言
及
す
る
の
み
で
、
一
般
的

基
準
を
提
示
し
て
い
な
い
。
解
釈
上
、
被
用
者
が
兵
役
に
つ
い
て
い
る
場
合
や
長
期
休
職
を
し
て
い
る
な
ど
、
労
働
関
係
が
長
期
に
わ

た
っ
て
停
止
し
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
被
用
者
を
算
定
数
に
入
れ
な（
３０
）

い
。
派
遣
被
用
者
は
派
遣
先
使
用
者
と
の
間
に
は
労
働
契
約
関

係
が
な
い
の
で
、
派
遣
元
使
用
者
に
関
し
て
の
み
、
数
に
入
れ
ら
れ
る
。

疾
病
金
庫
は
、
規
約
で
、
費
用
調
整
制
度
に
参
加
す
る
使
用
者
を
、
通
常
三
〇
人
以
下
の
被
用
者
を
雇
用
す
る
者
に
ま
で
拡
大
す
る

こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
（
Ｌ
Ｆ
Ｚ
Ｇ
一
六
条
二
項
四
号
）。

連
邦
、
州
、
市
町
村
、
公
法
人
な
ど
は
、
費
用
調
整
制
度
の
適
用
が
除
外
さ
れ
て
い
る
（
Ｌ
Ｆ
Ｚ
Ｇ
一
八
条
）。
利
潤
を
追
求
す
る

民
間
企
業
と
異
な
り
、
連
邦
、
州
、
市
町
村
、
公
法
人
な
ど
に
と
っ
て
は
、
被
用
者
に
対
す
る
賃
金
継
続
支
払
が
経
済
的
リ
ス
ク
と
な

り
に
く
く
、
そ
の
た
め
費
用
調
整
制
度
の
必
要
が
な
い
と
理
解
さ
れ
て
い（
３１
）

る
。

費
用
調
整
制
度
へ
の
参
加
は
、
被
用
者
数
の
要
件
を
充
足
す
る
限
り
に
お
い
て
、
使
用
者
は
そ
の
参
加
を
強
制
さ
れ
る
。
使
用
者
は
、

参
加
な
ら
び
に
分
担
金
の
支
払
を
拒
む
こ
と
は
で
き
な
い
（
後
述
四
１
も
参
照
）。
疾
病
金
庫
は
毎
年
一
月
に
費
用
調
整
制
度
に
参
加

す
る
使
用
者
の
確
認
を
行
う
（
Ｌ
Ｆ
Ｚ
Ｇ
一
〇
条
二
項
）。
こ
れ
は
単
な
る
確
認
で
あ
り
、
権
利
を
創
設
す
る
も
の
で
は
な
い
。
連
邦

社
会
裁
判
所
は
、
疾
病
金
庫
に
よ
る
確
認
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
被
用
者
数
の
要
件
を
満
た
す
使
用
者
が
分
担
金
の
支
払
を

免
れ
な
い
と
の
判
断
を
示
し
て
い（
３２
）

る
。
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（
２
）
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
使
用
者
（
支
給
の
対
象
と
な
る
被
用
者
）

制
度
に
参
加
す
る
使
用
者
と
、
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
使
用
者
は
、
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。

使
用
者
が
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
面
は
、
使
用
者
が
、
�
賃
金
継
続
支
払
法
に
基
づ
き
労
働
者
に
疾
病
時
の
賃
金
を
支
払

っ
た
場
合
、
�
職
業
訓
練
法
に
基
づ
き
職
業
訓
練
生
に
疾
病
時
の
報
酬
を
支
払
っ
た
場
合
、
�
母
性
保
護
法
に
基
づ
き
女
性
被
用
者
に

賃
金
も
し
く
は
出
産
手
当
の
付
加
手
当
を
支
払
っ
た
場
合
、
で
あ
る
。
�
の
対
象
は
被
用
者
の
中
で
も
労
働
者
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、

職
員
は
含
ま
れ
な
い
。
使
用
者
が
、
賃
金
継
続
支
払
法
に
基
づ
き
、
被
用
者
の
う
ち
職
員
に
対
し
て
疾
病
時
の
賃
金
を
支
払
っ
た
と
し

て
も
、
そ
れ
に
要
し
た
費
用
は
調
整
の
対
象
と
な
ら
な
い
。
�
、
�
は
労
働
者
・
職
員
の
別
を
問
わ
ず
、
全
員
が
対
象
と
な
る
。
し
か

し
、
�
に
つ
い
て
は
そ
の
性
格
上
、
対
象
者
は
女
性
に
限
定
さ
れ
る
。

そ
の
結
果
、
雇
用
し
て
い
る
被
用
者
が
男
性
職
員
の
み
で
あ
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
そ
の
使
用
者
は
支
給
を
受
け
る
機
会
が
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
制
度
へ
の
参
加
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
労
働
者
と
職
業
訓
練
生
を
雇
用
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
�
、
�

に
関
す
る
分
担
金
の
額
が
ゼ
ロ
に
な
る
の
で
（
後
述
３
参
照
）、
�
、
�
の
部
分
に
つ
い
て
は
制
度
に
参
加
し
て
い
な
い
と
も
い
え
る
。

し
か
し
、
�
の
部
分
に
つ
い
て
は
女
性
被
用
者
を
雇
用
し
て
い
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
参
加
が
強
制
さ
れ
分
担
金
の
支
払
義
務
も

負
う
。

（
３
）
調
整
実
施
機
関

調
整
実
施
機
関
と
な
る
の
は
、
法
定
疾
病
金
庫
の
う
ち
、
地
区
疾
病
金
庫
、
イ
ン
ヌ
ン
グ
疾
病
金
庫
、
連
邦
鉱
山
労
働
者
疾
病
金
庫

と
船
員
疾
病
金
庫
で
あ
る
（
Ｌ
Ｆ
Ｚ
Ｇ
一
〇
条
一
項
）。
企
業
疾
病
金
庫
、
代
位
疾
病
金
庫
、
農
業
疾
病
金
庫
は
、
法
律
上
、
実
施
機

関
と
し
て
予
定
さ
れ
て
い
な
い
。
も
っ
と
も
、
企
業
疾
病
金
庫
は
、
通
常
四
五
〇
人
以
上
の
被
保
険
者
を
雇
用
す
る
企
業
の
み
が
設
立

で
き
る
の
で
（
社
会
法
典
第
五
編
一
四
七
条
一
項
）、
費
用
調
整
制
度
と
は
基
本
的
に
無
関
係
で
あ
る
。
ま
た
、
代
位
疾
病
金
庫
は
、
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同
金
庫
内
の
自
治
委
員
会
に
使
用
者
が
参
加
し
て
い
な
い
た
め
に
、
実
施
機
関
と
し
て
適
当
で
な
い
と
さ
れ
る
。
な
お
、
被
用
者
が
代

位
疾
病
金
庫
の
被
保
険
者
で
あ
る
場
合
、
当
該
被
用
者
に
関
す
る
費
用
調
整
の
諸
手
続
は
、
代
位
疾
病
金
庫
の
被
保
険
者
と
な
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
な
ら
ば
加
入
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
、
地
区
疾
病
金
庫
も
し
く
は
イ
ン
ヌ
ン
グ
疾
病
金
庫
が
行
う
。

一
九
九
六
年
に
被
用
者
（
被
保
険
者
）
の
疾
病
金
庫
の
選
択
権
が
拡
大
し
た
の
に
と
も
な
い
、
被
用
者
が
自
分
の
勤
務
先
と
は
異
な

る
企
業
の
、
企
業
疾
病
金
庫
に
加
入
す
る
、
あ
る
い
は
代
位
疾
病
金
庫
に
加
入
す
る
可
能
性
が
で
て
き
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
Ｌ

Ｆ
Ｚ
Ｇ
は
、
調
整
実
施
機
関
を
従
前
の
四
種
類
の
疾
病
金
庫
に
限
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
疾
病
金
庫
の
選
択
権
拡
大
の
目
的
が
疾

病
金
庫
間
の
競
争
を
促
す
こ
と
に
あ
っ
た
こ
と
と
整
合
し
な
い
と
す
る
主
張
も
あ
る（
３３
）

が
、
制
度
に
参
加
す
る
の
が
被
用
者
数
二
〇
人
以

下
の
小
企
業
で
あ
り
疾
病
金
庫
の
側
に
と
っ
て
大
き
な
事
業
と
は
い
え
な
い
こ（
３４
）

と
、
後
述
の
よ
う
に
（
四
２
参
照
）
こ
の
制
度
に
対
し

て
は
小
企
業
使
用
者
の
中
に
も
不
満
も
あ
り
疾
病
金
庫
が
積
極
的
に
事
業
を
展
開
し
よ
う
と
す
る
き
っ
か
け
を
欠
く
こ
と
、
そ
し
て
こ

の
制
度
が
使
用
者
向
け
の
制
度
で
あ
り
被
保
険
者
獲
得
と
直
接
に
は
結
び
つ
か
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
制
度
実
施
が
許
さ
れ
て
い
な
い

疾
病
金
庫
が
積
極
的
な
行
動
を
起
こ
す
と
い
う
動
き
は
今
の
と
こ
ろ
み
ら
れ
な
い
。

２
、
請

求

権

（
１
）
費
用
調
整
の
対
象

費
用
調
整
の
対
象
と
な
る
の
は
、
�
賃
金
継
続
支
払
法
三
条
一
項
、
二
項
お
よ
び
九
条
一
項
に
基
づ
き
労
働
者
に
継
続
支
払
い
さ
れ

た
賃
金
、
�
職
業
訓
練
法
一
二
条
一
項
二
号
な
ら
び
に
賃
金
継
続
支
払
法
各
条
に
基
づ
き
職
業
訓
練
生
に
継
続
支
払
い
さ
れ
た
賃
金
、

�
�
、
�
に
関
す
る
社
会
保
険
料
の
使
用
者
負
担
分
、
お
よ
び
、
�
母
性
保
護
法
一
四
条
一
項
に
基
づ
き
女
性
被
用
者
に
支
払
わ
れ
た
、

出
産
手
当
の
付
加
手
当
、
�
母
性
保
護
法
一
一
条
に
基
づ
き
女
性
被
用
者
に
支
払
わ
れ
た
賃
金
、
�
�
に
関
す
る
社
会
保
険
料
の
使
用
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者
負
担
分
で
あ
る
。

�
、
�
は
、
疾
病
や
そ
の
療
養
の
た
め
に
就
労
で
き
な
か
っ
た
労
働
者
お
よ
び
職
業
訓
練
生
に
対
す
る
賃
金
・
報
酬
の
継
続
支
払
で

あ
る
。
賃
金
が
継
続
支
払
い
さ
れ
る
期
間
は
最
長
六
週
間
で
あ
る
。
こ
こ
で
賃
金
と
は
従
前
の
賃
金
を
意
味
し
、
労
働
者
等
が
賃
金
に

関
し
て
負
担
す
べ
き
税
金
や
社
会
保
険
の
保
険
料
も
当
然
含
ま
れ
る
。
さ
ら
に
、
�
社
会
保
険
保
険
料
の
使
用
者
負
担
分
も
、
費
用
調

整
の
対
象
と
な
る
。
な
お
、
疾
病
職
員
に
対
し
て
継
続
支
払
い
さ
れ
た
賃
金
は
、
費
用
調
整
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
。

�
、
�
は
妊
産
婦
で
あ
る
女
性
被
用
者
に
対
す
る
給
付
で
あ
る
。
母
性
保
護
法
は
、
就
業
継
続
が
母
体
・
胎
児
の
生
命
・
健
康
を
危

険
に
さ
ら
す
と
の
医
師
の
診
断
を
受
け
た
、
妊
婦
で
あ
る
女
性
被
用
者
の
就
業
を
禁
止
す
る
（
母
性
保
護
法
三
条
一
項
）。
ま
た
、
重

労
働
や
危
険
有
害
業
務
へ
の
就
業
、
出
来
高
払
い
の
仕
事
や
流
れ
作
業
に
従
事
す
る
こ
と
も
制
限
さ
れ
る
（
母
性
保
護
法
四
条
）。
産

前
六
週
間
の
就
業
は
原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ
る
（
母
性
保
護
法
三
条
二
項
）。
出
産
後
は
、
八
週
間
（
早
産
、
多
産
の
場
合
は
一
二
週

間
）
の
就
業
禁
止
期
間
が
お
か
れ
て
い
る
（
母
性
保
護
法
六
条
一
項
）。
た
だ
し
、
産
後
一
か
月
を
経
過
す
れ
ば
、
医
師
の
診
断
を
受

け
て
、
就
労
を
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
（
母
性
保
護
法
六
条
二
項
参
照
）。
ま
た
、
授
乳
期
間
中
の
女
性
被
用
者
が
、
重
労
働
そ

の
他
危
険
有
害
業
務
に
就
く
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
（
母
性
保
護
法
六
条
三
項
）。
そ
の
他
、
妊
産
婦
に
共
通
す
る
規
定
と
し
て
、

時
間
外
労
働
、
夜
間
労
働
（
二
〇
時
か
ら
六
時
の
就
業
）、
休
日
労
働
（
日
曜
・
祝
日
の
就
業
）
の
制
限
が
あ
る
（
母
性
保
護
法
八
条
）。

こ
れ
ら
は
絶
対
的
な
禁
止
規
定
で
は
な
い
が
、
就
業
が
か
な
り
制
限
さ
れ
て
い
る
。

妊
娠
・
出
産
を
理
由
と
す
る
不
就
労
に
関
し
て
母
性
保
護
法
は
、
女
性
被
用
者
に
対
す
る
三
種
類
の
所
得
保
障
を
規
定
し
て
い
る
。

そ
の
一
つ
は
、
産
前
産
後
の
就
業
禁
止
期
間
以
外
の
期
間
に
、
右
に
あ
げ
た
就
業
制
限
規
定
に
よ
り
、
部
分
的
に
就
業
で
き
な
か
っ
た

か
、
あ
る
い
は
全
く
就
労
し
な
か
っ
た
場
合
に
、
当
該
女
性
被
用
者
に
対
し
て
使
用
者
に
従
前
の
賃
金
の
支
払
い
を
課
し
て
い
る
（
母

性
保
護
法
一
一
条
）。
産
前
産
後
の
就
業
禁
止
期
間
に
は
、
疾
病
金
庫
か
ら
出
産
手
当
が
支
払
わ
れ
る
（
母
性
保
護
法
一
三
条
一
項
）。

小企業使用者に対する費用調整制度
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出
産
手
当
の
額
は
、
一
暦
日
に
つ
き
一
三
ユ
ー
ロ
（
上
限
）
で
あ
る
（
ラ
イ
ヒ
保
険
法
二
〇
〇
条
二
項
）
な
お
、
女
性
被
用
者
が
疾
病

金
庫
の
被
保
険
者
で
な
い
場
合
に
は
、
出
産
手
当
は
連
邦
の
負
担
で
支
給
さ
れ
る
が
、
総
額
に
つ
き
上
限
（
二
一
〇
ユ
ー
ロ
）
が
設
け

ら
れ
て
い
る
（
母
性
保
護
法
一
三
条
二
項
）。
産
前
産
後
の
就
業
禁
止
期
間
に
女
性
被
用
者
は
、
出
産
手
当
に
加
え
て
、
使
用
者
か
ら

付
加
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
付
加
手
当
は
、
従
前
の
賃
金
が
一
暦
日
に
つ
き
一
三
ユ
ー
ロ
を
こ
え
る
場
合
に
、
従
前
賃
金
と

出
産
手
当
と
の
差
額
が
支
払
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
費
用
調
整
の
対
象
と
な
る
の
は
、
使
用
者
が
支
払
っ
た
部
分
、
す
な
わ
ち
産

前
産
後
の
就
業
禁
止
期
間
中
の
付
加
手
当
と
、
そ
れ
以
外
の
就
業
禁
止
（
制
限
）
期
間
中
の
賃
金
（
賃
金
差
額
）
で
あ
る
。
後
者
に
つ

い
て
は
、
�
社
会
保
険
の
保
険
料
の
使
用
者
負
担
分
も
、
対
象
に
含
ま
れ
る
。

さ
て
、
費
用
調
整
の
対
象
と
な
る
費
用
は
、
Ｌ
Ｆ
Ｚ
Ｇ
の
文
言
上
明
確
に
、
法
律
上
使
用
者
に
そ
の
支
給
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る

も
の
に
限
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
疾
病
時
の
賃
金
継
続
支
払
請
求
権
は
四
週
間
以
上
労
働
関
係
が
継
続
し
て
い
る
こ
と
が
要
件
と

な
っ
て
い
る
（
賃
金
継
続
支
払
法
三
条
三
項
）。
仮
に
労
働
関
係
存
続
期
間
が
四
週
間
に
満
た
な
い
労
働
者
に
対
し
て
使
用
者
が
賃
金

を
継
続
支
払
い
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
法
律
上
の
支
給
で
は
な
く
当
該
使
用
者
が
任
意
で
支
払
っ
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
、
費
用
調
整

の
対
象
と
な
ら
な
い
。
ま
た
、
労
働
協
約
に
お
い
て
法
定
を
上
回
る
保
障
が
取
り
決
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
賃
金
継
続
支
払
法
上
は
、

疾
病
労
働
者
に
対
し
て
最
長
六
週
間
賃
金
全
額
（
た
だ
し
、
一
九
九
六
年
賃
金
継
続
支
払
法
に
よ
り
一
九
九
八
年
ま
で
、
私
傷
病
に
つ

い
て
は
賃
金
額
の
八
〇
％
が
法
定
保
障
と
さ
れ
（
３５
）

た
）
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
労
働
協
約
に
お
い
て
六
週
間
を
こ
え
る
賃

金
継
続
支
払
を
定
め
て
い
た
り
、
あ
る
い
は
一
九
九
六
年
法
の
下
で
私
傷
病
に
つ
い
て
賃
金
全
額
支
払
を
定
め
て
い
る
ケ
ー
ス
は
実
際

に
見
ら
れ
る
が
（
と
く
に
後
者
の
ケ
ー
ス
は
か
な
り
多
か
っ（
３６
）

た
）、
法
律
を
上
回
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
費
用
調
整
の
対
象

と
な
ら
な（
３７
）

い
。

（
２
）
費
用
調
整
に
よ
り
使
用
者
に
支
払
わ
れ
る
額

（阪大法学）５３（３・４―３１２）９３４〔２００３．１１〕



（
１
）
で
述
べ
た
費
用
調
整
の
対
象
と
な
る
費
用
の
う
ち
、
疾
病
保
障
に
関
す
る
も
の
（
�
、
�
、
�
）
と
母
性
保
護
に
関
す
る
も

の
（
�
、
�
、
�
）
と
で
、
使
用
者
に
支
給
さ
れ
る
割
合
は
異
な
っ
て
い
る
。

疾
病
労
働
者
・
疾
病
職
業
訓
練
生
に
関
し
て
使
用
者
が
支
払
っ
た
費
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
八
〇
％
が
使
用
者
に
支
給
さ
れ
る
（
Ｌ

Ｆ
Ｚ
Ｇ
一
〇
条
一
項
）。
も
っ
と
も
、
各
疾
病
金
庫
は
規
約
に
よ
り
、
支
給
割
合
を
引
き
下
げ
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
（
Ｌ
Ｆ
Ｚ
Ｇ

一
六
条
二
項
一
号
）。
地
区
疾
病
金
庫
は
、
二
段
階
な
い
し
三
段
階
の
支
給
割
合
を
規
約
で
定
め
、
制
度
に
参
加
す
る
使
用
者
が
支
給

割
合
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
標
準
的
な
支
給
割
合
は
、
六
〇
％
・
七
〇
％
・
八
〇
％
の
三
段
階
で
あ（
３８
）

る
。

妊
産
婦
で
あ
る
女
性
被
用
者
に
対
し
て
使
用
者
が
支
払
っ
た
費
用
に
つ
い
て
は
、
全
額
が
使
用
者
に
支
給
さ
れ
る
（
Ｌ
Ｆ
Ｚ
Ｇ
一
〇

条
一
項
）。
規
約
に
よ
る
支
給
割
合
の
引
き
下
げ
は
認
め
ら
れ
な
い
（
前
述
二
３
（
２
）
参
照
）。

（
３
）
請
求
手
続

使
用
者
が
（
１
）
で
述
べ
た
賃
金
等
を
被
用
者
（
労
働
者
、
職
業
訓
練
生
、
女
性
被
用
者
）
に
支
払
っ
た
場
合
、
使
用
者
は
費
用
調

整
に
よ
る
支
給
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
法
律
上
は
、
使
用
者
が
被
用
者
に
賃
金
等
を
支
払
っ
た
後
直
ち
に
な
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
が
（
Ｌ
Ｆ
Ｚ
Ｇ
一
〇
条
四
項
）、
実
際
に
は
使
用
者
の
請
求
（
申
請
）
を
受
け
て
疾
病
金
庫
が
支
給
を
行
う
こ
と
か
ら
、
必

ず
し
も
直
ち
に
支
払
い
が
な
さ
れ
る
わ
け
で
は
な（
３９
）

い
。
む
し
ろ
使
用
者
が
被
用
者
に
支
払
っ
た
後
す
ぐ
に
申
請
を
行
う
こ
と
は
稀
で
あ

り
、
社
会
保
険
の
保
険
料
を
支
払
う
際
に
清
算
す
る
方
が
多
い
と
の
指
摘
も
な
さ
れ
て
い（
４０
）

る
。
使
用
者
の
申
請
は
賃
金
支
払
単
位
ご
と

（
週
ご
と
、
月
ご
と
）
に
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
二
〜
三
カ
月
分
ま
と
め
て
申
請
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
い（
４１
）

う
。
な
お
、
時
効
期

間
は
四
暦
年
で
あ
る
（
Ｌ
Ｆ
Ｚ
Ｇ
一
三
条
一
項
）。

使
用
者
が
支
給
を
申
請
で
き
る
の
は
、
使
用
者
が
被
用
者
に
賃
金
等
を
支
払
っ
た
後
で
あ
る
。
使
用
者
は
、
前
払
い
を
疾
病
金
庫
に

求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
被
用
者
の
疾
病
や
出
産
が
重
な
っ
た
た
め
に
、
使
用
者
の
賃
金
等
の
支
払
い
が
困
難
と
な
る
こ

小企業使用者に対する費用調整制度
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と
は
十
分
予
測
さ
れ
る
。
疾
病
金
庫
が
任
意
で
、
規
約
に
前
払
い
の
規
定
を
お
く
こ
と
は
許
さ
れ
て
い
る
（
Ｌ
Ｆ
Ｚ
Ｇ
一
六
条
二
項
二

号
）。

３
、
財

源

費
用
調
整
制
度
は
、
制
度
に
参
加
す
る
使
用
者
の
分
担
金
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
（
Ｌ
Ｆ
Ｚ
Ｇ
一
四
条
一
項
）。
Ｌ
Ｆ
Ｚ
Ｇ
施

行
後
四
年
間
は
、
移
行
措
置
と
し
て
連
邦
に
よ
る
拠
出
が
あ
っ
た
が
（
疾
病
時
の
賃
金
継
続
支
払
お
よ
び
法
定
疾
病
保
険
法
の
変
更
に

関
す
る
法
律
第
四
章
移
行
規
定
四
条
）、
移
行
期
間
経
過
後
の
連
邦
か
ら
の
補
助
は
な
い
。
分
担
金
は
、
調
整
実
施
機
関
で
あ
る
疾
病

金
庫
が
使
用
者
か
ら
徴
収
す
る
。
制
度
上
、
疾
病
労
働
者
・
疾
病
職
業
訓
練
生
に
関
す
る
支
払
と
母
性
保
護
関
係
の
支
払
は
、
別
建
て

に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
分
担
金
の
計
算
方
法
や
徴
収
も
、
別
々
に
な
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
疾
病
時
保
障
に
関
す
る
費
用
調
整
の
た
め
の
分
担
金
は
、
労
働
者
と
職
業
訓
練
生
の
賃
金
の
総
額
に
一
定
の
料
率
を
乗
じ
て

計
算
さ
れ
る
。
職
員
の
賃
金
は
算
出
の
対
象
で
は
な
い
。
職
業
訓
練
生
や
重
度
障
害
者
は
、
使
用
者
が
制
度
に
参
加
す
る
か
否
か
を
確

定
す
る
際
に
は
数
に
入
れ
ら
れ
な
い
が
、
分
担
金
の
算
出
の
際
に
は
組
み
込
ま
れ
る
。
賃
金
は
、
年
金
保
険
保
険
料
を
算
定
す
る
際
に

基
礎
と
な
る
賃
金
を
用
い
（
４２
）

る
。
賞
与
、
一
時
金
な
ど
毎
月
支
払
わ
れ
な
い
賃
金
も
計
算
の
対
象
と
な
る
。
疾
病
保
険
に
お
い
て
は
、
か

つ
て
疾
病
の
危
険
が
著
し
く
高
い
場
合
に
限
っ
て
、
規
約
に
よ
り
産
業
部
門
や
職
種
ご
と
に
保
険
料
の
等
級
を
定
め
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
て
い
た
（
ラ
イ
ヒ
保
険
法
三
八
四
条
一
項
）。
し
か
し
、
現
行
法
で
は
、
疾
病
の
危
険
に
よ
っ
て
保
険
料
を
ラ
ン
ク
付
け
す
る
こ
と

は
、
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
費
用
調
整
制
度
の
分
担
金
も
こ
の
考
え
に
即
し
て
、
疾
病
の
危
険
の
程
度
で
は
な
く
、
労
働
者
・
職
業
訓

練
生
の
賃
金
額
に
応
じ
て
算
定
さ
れ
る
。

料
率
は
、
法
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
各
疾
病
金
庫
が
規
約
で
定
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
Ｌ
Ｆ
Ｚ
Ｇ
一
六
条
一
項
一
号
）。
疾
病
金
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庫
が
、
費
用
調
整
制
度
に
関
し
積
立
金
を
準
備
し
て
お
く
こ
と
は
基
本
的
に
許
さ
れ
て
い
な
い
の（
４３
）

で
、
料
率
は
各
疾
病
金
庫
の
支
払
状

況
に
即
し
て
決
定
・
変
更
さ
れ
る
。
疾
病
金
庫
に
お
い
て
か
な
り
の
差
が
あ
る
が
、
支
給
割
合
が
八
〇
％
の
場
合
の
地
区
疾
病
金
庫
の

料
率
は
、
二
・
三
％
か
ら
五
・
一
％
と
な
っ
て
い
る
（
二
〇
〇
〇
年
七
月
時（
４４
）

点
）。

次
に
、
母
性
保
護
に
関
す
る
費
用
調
整
の
た
め
の
分
担
金
は
、
被
用
者
の
賃
金
の
総
額
に
一
定
の
料
率
を
乗
じ
て
算
定
さ
れ
る
。
職

員
の
賃
金
も
、
ま
た
男
性
被
用
者
の
賃
金
も
算
定
さ
れ
る
。
被
用
者
が
男
性
の
み
で
あ
る
場
合
に
も
、
使
用
者
は
分
担
金
を
支
払
う
べ

き
義
務
を
負
う
。
料
率
は
疾
病
金
庫
ご
と
に
定
め
ら
れ
る
が
、
二
〇
〇
〇
年
七
月
時
点
で
の
地
区
疾
病
金
庫
の
料
率
は
、
〇
・
一
％
か

ら
〇
・
二
三
％
の
間
で
あ
る
。

四

費
用
調
整
制
度
の
必
要
性
と
許
容
性
―
―
基
本
法
を
め
ぐ
る
問
題

費
用
調
整
制
度
は
、
法
定
の
要
件
を
み
た
す
使
用
者
に
制
度
へ
の
参
加
を
義
務
づ
け
、
分
担
金
の
支
払
い
を
課
し
て
い
る
。
費
用
調

整
制
度
は
普
遍
的
な
も
の
で
は
な
く
、
制
度
に
参
加
す
る
使
用
者
は
法
目
的
か
ら
、
経
済
的
安
定
性
を
欠
く
と
考
え
ら
れ
る
小
企
業
使

用
者
に
限
定
さ
れ
る
。
ま
た
法
生
成
の
経
緯
か
ら
、
費
用
調
整
の
対
象
と
な
る
被
用
者
か
ら
疾
病
職
員
が
除
外
さ
れ
て
い
る
。
費
用
調

整
制
度
は
そ
の
対
象
を
、
労
働
者
（
疾
病
時
）
か
ら
、
職
業
訓
練
生
、
女
性
被
用
者
（
母
性
保
護
）
と
拡
大
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、

職
員
に
は
拡
張
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
る
。

費
用
調
整
制
度
を
規
定
す
る
Ｌ
Ｆ
Ｚ
Ｇ
は
わ
ず
か
一
〇
条
か
ら
な
る
規
定
で
あ
り
、
ま
た
実
際
の
運
用
に
お
い
て
は
Ｌ
Ｆ
Ｚ
Ｇ
を
具

体
化
・
補
充
し
た
各
疾
病
金
庫
の
規
約
が
重
要
で
あ
る
。
Ｌ
Ｆ
Ｚ
Ｇ
を
め
ぐ
る
法
的
紛
争
は
、
本
体
で
あ
る
賃
金
継
続
支
払
法
を
め
ぐ

る
紛
争
事
例
と
く
ら
べ
る
と
、
そ
の
数
は
非
常
に
少
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
右
に
述
べ
た
費
用
調
整
制
度
に
見
ら
れ
る
特
徴
か
ら
、

Ｌ
Ｆ
Ｚ
Ｇ
の
規
定
と
基
本
法
の
関
係
の
当
否
を
め
ぐ
る
法
的
紛
争
が
起
き
て
お
り
、
連
邦
裁
判
所
レ
ベ
ル
で
判
断
が
下
さ
れ
て
い
る
。

小企業使用者に対する費用調整制度
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１
、
費
用
調
整
制
度
（
Ｌ
Ｆ
Ｚ
Ｇ
一
〇
条
、
一
四
条
）
と
基
本
法
二
条
一
項
の
関
係

﹇
合
憲
﹈

基
本
法
二
条
一
項
は
、
人
格
の
自
由
を
規
定
す
る
。
二
〇
人
以
下
の
被
用
者
を
雇
用
す
る
使
用
者
は
費
用
調
整
制
度
へ
の
参
加
を
強

制
さ
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
が
使
用
者
の
人
格
の
自
由
を
侵
害
し
な
い
か
が
、
問
題
と
な
る
。

連
邦
社
会
裁
判
所
一
九
七
四
年
五
月
一
五
日
判
決（
４５
）

は
、
経
営
状
況
の
よ
い
小
企
業
使
用
者
が
、
費
用
調
整
制
度
の
違
憲
性
を
訴
え
た

事
例
で
あ
る
。
連
邦
社
会
裁
判
所
は
、
基
本
法
の
自
由
の
保
護
の
見
地
か
ら
、
小
企
業
の
リ
ス
ク
分
配
に
関
す
る
利
益
が
各
自
の
イ
ニ

シ
ャ
テ
ィ
ブ
に
委
ね
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
、
と
い
う
問
題
を
提
起
す
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
人
格
の
自
由
の
観
点
か
ら
、
費
用

調
整
制
度
へ
の
参
加
が
使
用
者
の
任
意
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
を
検
討
し
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
連
邦
社
会
裁
判
所
は
、
立
法

者
が
公
共
の
福
祉
に
か
か
わ
る
重
要
な
理
由
か
ら
費
用
調
整
制
度
を
設
け
た
と
し
て
、
基
本
法
二
条
一
項
に
抵
触
す
る
疑
い
は
な
い
と

判
断
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
疾
病
時
の
賃
金
継
続
支
払
は
使
用
者
に
新
た
な
負
担
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
対
処
を
使

用
者
が
十
分
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
と
く
に
リ
ス
ク
の
高
い
小
企
業
は
民
間
保
険
を
利
用
で
き
る
か
否
か
が
明
ら
か
で
な
い
こ
と

な
ど
を
、
あ
げ
る
。
原
告
は
経
営
状
況
が
良
好
で
あ
り
費
用
調
整
制
度
の
必
要
性
が
な
い
こ
と
を
主
張
し
た
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
連

邦
社
会
裁
判
所
は
と
く
に
見
解
を
述
べ
て
い
な
い
。

そ
の
後
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
一
九
七
八
年
四
月
二
六
日
判
決
に
お
い（
４６
）

て
、
Ｌ
Ｆ
Ｚ
Ｇ
一
四
条
の
分
担
金
を
小
企
業
使
用
者
に
強
制

す
る
こ
と
は
、
基
本
法
二
条
一
項
の
自
由
の
保
護
に
違
反
し
な
い
と
判
断
し
た
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
使
用

者
の
自
由
へ
の
侵
害
は
、
Ｌ
Ｆ
Ｚ
Ｇ
に
よ
り
課
さ
れ
た
社
会
的
義
務
か
ら
生
じ
る
、
重
大
な
リ
ス
ク
計
算
可
能
な
危
険
か
ら
、
小
企
業

を
保
護
す
る
た
め
に
な
さ
れ
る
。
小
企
業
に
お
け
る
労
働
者
の
疾
病
リ
ス
ク
は
、
一
企
業
の
コ
ス
ト
計
算
と
し
て
対
処
す
る
に
は
大
き

す
ぎ
る
。
こ
れ
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
か
つ
て
強
制
保
険
の
シ
ス
テ
ム
導
入
に
関
し
て
判
断
し
た
の
と
、
同
様
の
考
え
方
に
よ
る
も

の
で
あ
る
、
と
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
費
用
調
整
制
度
が
法
定
の
社
会
保
険
同
様
、
リ
ス
ク
を
集
団
で
回
避
す
る
も
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の
で
あ
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。

２
、
小
企
業
に
限
定
し
た
こ
と
（
Ｌ
Ｆ
Ｚ
Ｇ
一
〇
条
）
と
基
本
法
三
条
一
項
と
の
関
係

﹇
合
憲
﹈

基
本
法
三
条
一
項
は
、「
す
べ
て
の
者
は
法
律
の
前
に
平
等
で
あ
る
」
と
規
定
す
る
。
し
か
し
、
費
用
調
整
制
度
へ
の
参
加
は
小
企

業
に
限
ら
れ
て
い
る
。
仮
に
中
規
模
の
企
業
で
労
働
者
の
疾
病
時
や
被
用
者
の
母
性
保
護
の
際
の
経
済
的
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
る

と
し
て
も
、
そ
の
企
業
の
参
加
は
認
め
ら
れ
ず
、
逆
に
、
経
営
状
況
が
よ
い
小
企
業
使
用
者
は
参
加
を
強
制
さ
れ
る
。
と
く
に
費
用
調

整
制
度
を
利
用
す
る
可
能
性
が
低
い
使
用
者
は
、
参
加
の
強
制
に
対
し
て
批
判
を
と
な
え（
４７
）

る
。
と
り
わ
け
批
判
の
対
象
と
な
る
の
は
、

母
性
保
護
に
関
す
る
部
分
で
あ
る
。
前
述
の
と
お
り
（
三
３
）、
母
性
保
護
に
関
す
る
費
用
調
整
の
た
め
の
分
担
金
の
算
定
に
あ
た
っ

て
は
、
女
性
被
用
者
の
数
や
割
合
が
考
慮
さ
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
男
性
被
用
者
し
か
い
な
い
企
業
や
、
中
高
年
の
女
性
被
用
者
を

多
く
雇
用
し
て
い
る
企
業
は
、
課
せ
ら
れ
る
分
担
金
の
額
に
つ
い
て
不
満
を
も
っ
て
い
る
。

連
邦
社
会
裁
判
所
一
九
七
三
年
五
月
二
四
日
判
決
に
よ（
４８
）

り
、
Ｌ
Ｆ
Ｚ
Ｇ
が
費
用
調
整
制
度
に
参
加
す
る
使
用
者
を
小
企
業
使
用
者
に

限
定
し
た
こ
と
は
、
基
本
法
三
条
が
定
め
る
平
等
原
則
に
違
反
し
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
事
件
で
上
告
人
（
原
告
）
で
あ
る
小

企
業
使
用
者
は
、
制
度
に
参
加
す
る
使
用
者
を
被
用
者
の
人
数
か
ら
決
め
、
事
業
所
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
は
考
慮
し
な
い
こ
と
が
、

恣
意
的
な
取
り
扱
い
で
あ
り
故
に
平
等
原
則
（
基
本
法
三
条
）
に
違
反
す
る
と
、
主
張
し
た
。
し
か
し
、
連
邦
社
会
裁
判
所
は
、
大
企

業
で
あ
れ
ば
疾
病
労
働
者
の
欠
勤
の
頻
度
を
統
計
的
に
予
測
で
き
る
の
に
対
し
て
、
小
企
業
で
は
そ
の
よ
う
な
予
測
が
困
難
で
あ
り
、

疾
病
労
働
者
に
対
す
る
賃
金
継
続
支
払
の
リ
ス
ク
は
小
企
業
に
と
っ
て
、
よ
り
大
き
い
こ
と
を
指
摘
す（
４９
）

る
。
そ
し
て
Ｌ
Ｆ
Ｚ
Ｇ
が
費
用

調
整
制
度
に
参
加
す
る
使
用
者
の
範
囲
を
企
業
規
模
を
基
準
に
決
め
た
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
に
小
企
業
の
対
処
困
難
性
を
カ
バ
ー
す
る

た
め
の
も
の
で
あ
り
、
恣
意
的
で
は
な
く
、
む
し
ろ
目
的
に
適
っ
た
も
の
で
あ
る
と
し
た
。
被
用
者
数
の
具
体
的
設
定
に
つ
い
て
は
、

小企業使用者に対する費用調整制度
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立
法
者
の
裁
量
の
問
題
で
あ
る
と
し
た
。

女
性
被
用
者
を
雇
用
し
て
い
な
い
小
企
業
、
す
な
わ
ち
母
性
保
護
規
定
に
基
づ
く
出
費
の
リ
ス
ク
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
小
企
業
も
、

費
用
調
整
制
度
に
参
加
を
強
制
さ
れ
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
連
邦
社
会
裁
判
所
一
九
九
二
年
六
月
二
四
日
判
決（
５０
）

が
、
基
本
法
に
違
反
し

な
い
と
の
判
断
を
示
し
て
い
る
。
同
判
決
で
は
ま
ず
、
Ｌ
Ｆ
Ｚ
Ｇ
が
母
性
保
護
を
費
用
調
整
の
対
象
と
し
た
意
義
と
目
的
が
確
認
さ
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｌ
Ｆ
Ｚ
Ｇ
が
こ
の
よ
う
な
規
定
を
お
い
た
の
は
、
母
性
保
護
規
定
に
基
づ
く
費
用
出
費
が
女
性
雇
用
の
妨
げ
と

な
り
か
ね
ず
、
使
用
者
の
費
用
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
女
性
被
用
者
の
雇
用
を
促
進
す
る
た
め
で
あ
る
。
仮
に
、
女
性
被
用

者
を
雇
わ
な
い
使
用
者
に
対
し
て
、
費
用
調
整
制
度
へ
の
参
加
や
分
担
金
の
支
払
い
を
免
除
す
る
と
す
れ
ば
、
女
性
を
雇
用
す
る
こ
と

が
分
担
金
の
負
担
に
つ
な
が
る
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
は
法
目
的
に
矛
盾
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
立
法
者
は
、
女
性
被
用
者
を
雇
用

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
負
担
を
、
使
用
者
（
小
企
業
使
用
者
）
全
体
の
負
担
で
カ
バ
ー
す
る
こ
と
と
し
た
。
つ
ま
り
、「
女
性
被

用
者
を
雇
用
し
て
お
ら
ず
、
母
性
保
護
期
間
に
支
出
を
余
儀
さ
れ
な
い
使
用
者
」
は
、「
女
性
被
用
者
を
雇
用
す
る
こ
と
に
よ
り
高
い

コ
ス
ト
を
負
う
使
用
者
」
を
支
え
る
者
と
し
て
、
分
担
金
を
支
払
う
べ
き
義
務
を
負
う
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
同
判
決
は
、
こ
の
よ

う
な
見
解
を
示
し
た
上
で
、
基
本
法
に
抵
触
し
な
い
か
を
判
断
し
、
女
性
被
用
者
を
雇
用
し
て
い
な
い
使
用
者
を
費
用
調
整
制
度
に
参

加
さ
せ
る
こ
と
に
は
、
客
観
的
に
説
得
力
の
あ
る
理
由
が
あ
る
と
し
て
、
基
本
法
違
反
と
の
主
張
を
否
定
し
た
。

二
つ
の
判
例
は
、
Ｌ
Ｆ
Ｚ
Ｇ
の
費
用
調
整
制
度
が
基
本
法
三
条
の
平
等
原
則
に
抵
触
し
な
い
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
な
ぜ

大
企
業
は
分
担
金
の
支
払
い
を
免
れ
、
小
企
業
の
み
が
（
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
の
意
に
反
し
て
で
も
）
分
担
金
の
支
払
い
を
強
制
さ
れ

る
の
か
、
と
い
う
点
に
、
十
分
答
え
た
も
の
と
な
っ
て
い
な
い
。

W
an

k

教
授
は
、
費
用
調
整
制
度
が
小
企
業
に
と
っ
て
必
要
な
制
度
で
あ
る
こ
と
を
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
ま
ず
、
使
用
者
の

リ
ス
ク
が
大
き
い
と
い
う
点
に
関
し
て
、
よ
り
具
体
的
な
説
明
を
行
う
。W

an
k

教
授
に
よ
れ
ば
、
大
企
業
で
は
、
疾
病
労
働
者
（
あ
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る
い
は
母
性
保
護
期
間
の
女
性
被
用
者
）
の
従
事
し
て
い
た
労
務
を
、
他
の
複
数
の
被
用
者
が
分
担
し
て
代
わ
り
に
従
事
す
る
こ
と
が

容
易
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
小
企
業
に
お
い
て
は
他
の
被
用
者
が
分
担
し
て
行
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

小
企
業
使
用
者
は
、
代
替
要
員
を
雇
用
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
大
企
業
と
比
べ
て
、
小
企
業
は
よ
り
重
い
負
担
を
負
う
こ

と
に
な
り
か
ね
な
い
、
と
す（
５１
）

る
。W

an
k

教
授
の
指
摘
は
、
疾
病
や
母
性
保
護
を
理
由
と
す
る
被
用
者
の
不
就
労
の
影
響
が
、
当
該
被

用
者
に
か
か
る
費
用
の
負
担
の
み
な
ら
ず
、
代
替
要
員
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
故
小
企
業
の
リ
ス
ク
は
高
く
、
何
ら
か
の

措
置
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
、
示
す
も
の
で
あ
る
。

W
an

k

教
授
は
、
小
企
業
使
用
者
の
負
担
を
軽
く
す
る
方
法
と
し
て
費
用
調
整
制
度
と
は
別
の
解
決
を
検
討
す
る
。
そ
の
方
法
は
、

い
わ
ゆ
る
「
分
裂
し
た
解
決
」
で
あ
り
、
疾
病
金
庫
と
使
用
者
の
双
方
で
、
休
職
中
の
被
用
者
の
従
前
の
賃
金
を
保
障
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。W

an
k

教
授
に
よ
れ
ば
、
経
済
的
負
担
は
、
費
用
調
整
制
度
に
比
べ
る
と
軽
く
な
る
と
の
こ
と
で
あ（
５２
）

る
。
ま
た
、
費
用

調
整
制
度
で
は
、
使
用
者
が
労
働
条
件
や
労
働
環
境
の
改
善
に
努
め
て
い
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
し
て
そ
れ
に
よ
り
当
該
企
業

に
お
け
る
疾
病
罹
患
率
の
高
低
に
か
か
わ
ら
ず
、
分
担
金
の
額
は
、
当
該
企
業
に
お
い
て
支
払
わ
れ
た
賃
金
総
額
の
み
に
よ
っ
て
決
定

さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
点
に
（
前
述
三
３
参
照
）、
問
題
が
あ
る
。

し
か
し
、「
分
裂
し
た
解
決
」に
も
問
題
が
あ
る
。
仮
に
大
企
業
・
中
規
模
企
業
に
は
現
行
規
定
を
適
用
し（「
労
働
法
に
よ
る
解
決
」）、

小
企
業
に
は
「
分
裂
し
た
解
決
」
で
対
処
す
る
と
し
た
場
合
、
大
企
業
・
中
規
模
企
業
の
負
担
と
比
べ
て
小
企
業
の
負
担
が
少
な
く
な

る
。
そ
の
場
合
、
中
規
模
企
業
の
使
用
者
が
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
企
業
規
模
を
縮
小
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
をW

an
k

教

授
は
指
摘
す
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
は
避
け
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
教
授
の
見
解
で
あ（
５３
）

る
。

費
用
調
整
制
度
は
リ
ス
ク
を
回
避
・
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、W

an
k

教
授
が
示
し
た
「
分
裂
し
た
解
決
」
は
負
担
軽

減
を
目
的
と
す
る
点
に
、
両
者
の
違
い
が
あ
る
。
法
政
策
上
ど
ち
ら
の
選
択
肢
も
可
能
で
あ
る
と
は
思
わ
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
被

小企業使用者に対する費用調整制度
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用
者
数
の
要
件
だ
け
で
対
象
を
区
切
る
と
す
れ
ば
、
基
本
法
三
条
一
項
違
反
の
疑
義
は
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。「
分
裂
し
た
解
決
」
を
と

っ
た
場
合
に
は
、
大
企
業
・
中
規
模
企
業
の
使
用
者
が
、
基
本
法
違
反
を
主
張
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
基
本
法
三

条
一
項
の
「
平
等
」
は
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
お
け
る
平
等
を
要
請
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
恣
意
的
な
不
平
等
取
り
扱
い
は
当
然
違
法

で
あ
る
が
、
合
理
的
な
理
由
、
客
観
的
な
理
由
が
あ
れ
ば
、
区
別
は
許
さ
れ
る
。
費
用
調
整
制
度
へ
の
参
加
を
小
企
業
に
限
定
し
、
強

制
し
た
こ
と
は
、
た
し
か
に
一
定
の
法
政
策
上
の
理
由
が
あ
り
、
基
本
法
に
抵
触
す
る
と
ま
で
は
い
え
な
い
が
、
事
実
上
の
不
平
等
は

否
め
な
い
。

３
、
費
用
調
整
の
対
象
か
ら
職
員
を
除
外
し
て
い
る
こ
と
（
Ｌ
Ｆ
Ｚ
Ｇ
一
〇
条
）
と
基
本
法
三
条
一
項
と
の
関
係

﹇
合
憲
﹈

費
用
調
整
は
、
被
用
者
の
疾
病
時
お
よ
び
産
前
産
後
に
支
払
わ
れ
た
給
付
に
関
し
て
行
わ
れ
る
が
、
疾
病
被
用
者
に
対
し
て
支
払
っ

た
賃
金
に
つ
き
、
費
用
調
整
が
な
さ
れ
る
の
は
労
働
者
と
職
業
訓
練
生
に
関
し
て
で
あ
り
、
職
員
は
除
外
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
労

働
者
の
み
を
雇
用
す
る
（
あ
る
い
は
労
働
者
が
雇
用
者
全
体
に
占
め
る
割
合
が
多
い
）
使
用
者
と
、
職
員
の
み
を
雇
用
す
る
（
あ
る
い

は
職
員
が
雇
用
者
全
体
に
占
め
る
割
合
が
多
い
）
使
用
者
と
の
間
で
、
不
平
等
を
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
間
接
的
に
で
は
あ
る

が
、
労
働
者
・
職
員
間
に
も
不
平
等
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
疾
病
時
保
障
に
関
す
る
費
用
調
整
の
た
め
の
分
担
金
を
、
職

員
の
み
雇
用
す
る
使
用
者
は
負
担
す
る
必
要
は
な
い
の
で
（
労
働
者
と
職
業
訓
練
生
の
賃
金
総
額
が
ゼ
ロ
で
あ
れ
ば
、
分
担
金
も
ゼ
ロ

で
あ
る
）、
分
担
金
負
担
の
点
で
は
問
題
が
生
じ
な
い
。

連
邦
社
会
裁
判
所
一
九
九
九
年
四
月
二
〇
日
判
決
（
５４
）

は
、
五
人
の
職
員
を
雇
用
す
る
弁
護
士
（
原
告
、
上
告
人
）
が
、
疾
病
時
保
障
に

関
し
て
費
用
調
整
制
度
へ
の
参
加
を
求
め
た
事
例
で
あ
る
。
原
告
は
地
区
疾
病
金
庫
に
対
し
て
参
加
を
申
請
し
た
が
、
請
求
、
再
請
求

と
も
棄
却
さ
れ
た
た
め
提
訴
し
、
同
時
に
基
本
法
三
条
一
項
違
反
を
主
張
し
た
。
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連
邦
社
会
裁
判
所
は
、
�
文
言
上
明
ら
か
に
、
ま
た
Ｌ
Ｆ
Ｚ
Ｇ
の
生
成
過
程
か
ら
も
労
働
者
と
職
業
訓
練
生
の
賃
金
継
続
支
払
請
求

権
の
み
を
、
調
整
の
対
象
と
し
、
職
員
に
関
し
て
分
担
金
を
徴
収
し
て
い
な
い
こ
と
、
�
Ｌ
Ｆ
Ｚ
Ｇ
が
お
か
れ
た
の
は
、
疾
病
労
働
者

に
対
す
る
賃
金
保
障
を
法
定
す
る
こ
と
は
使
用
者
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
と
な
る
か
ら
で
あ
る
が
、
一
方
、
疾
病
職
員
に
対
す
る
賃
金

保
障
は
Ｌ
Ｆ
Ｚ
Ｇ
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
約
四
〇
年
間
、
と
く
に
問
題
な
く
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
�
後
に
Ｌ
Ｆ
Ｚ
Ｇ
は
、
職

業
訓
練
生
と
女
性
被
用
者
（
母
性
保
護
）
に
拡
張
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
雇
用
政
策
上
の
措
置
で
あ
り
、
職
員
と
は
無
関
係
の
問
題
で
あ

る
こ
と
を
、
確
認
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
基
本
法
三
条
一
項
違
反
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

労
働
者
と
職
員
に
つ
い
て
別
異
に
取
り
扱
う
こ
と
は
、
そ
れ
が
客
観
的
理
由
が
な
い
場
合
は
許
さ
れ
な
い
と
判
断
さ
れ
て
き
た
。
た

と
え
ば
、
解
約
告
知
期
間
の
長
短
、
賞
与
計
算
な
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
費
用
調
整
制
度
は
、
労
働
者
と
職
員
と
で
異
な
る
権
利
を
付

与
す
る
と
い
っ
た
性
格
の
も
の
で
は
な
い
。
労
働
者
も
職
員
も
賃
金
継
続
支
払
法
に
基
づ
い
て
同
様
に
、
疾
病
期
間
中
も
賃
金
を
受
け

る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
制
定
当
初
は
費
用
調
整
制
度
が
有
利
と
理
解
さ
れ
て
い
た
が
、
連
邦
社
会
裁
判
所
が
こ
れ
ま
で
取
り
扱
っ
た
裁

判
例
の
中
に
は
、
費
用
調
整
制
度
へ
の
参
加
強
制
が
不
利
益
に
あ
た
る
と
訴
え
た
事
例
も
あ
り
、
費
用
調
整
へ
の
参
加
は
、
使
用
者
に

部
分
的
に
有
利
で
あ
る
が
部
分
的
に
不
利
で
あ
る
も
の
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
職
員
の
方
が
病
気
欠
勤
の
件
数
・
日
数
と
も
少
な
い
と

い
う
具
体
的
な
デ
ー
タ
も
あ
げ
て
、
連
邦
社
会
裁
判
所
は
、
職
員
に
関
し
て
費
用
調
整
制
度
を
認
め
る
必
要
性
が
な
い
こ
と
を
指
摘
す

る
。そ

も
そ
も
、
Ｌ
Ｆ
Ｚ
Ｇ
一
〇
条
以
下
に
、
費
用
調
整
に
関
す
る
規
定
が
お
か
れ
た
の
は
、
Ｌ
Ｆ
Ｚ
Ｇ
が
制
定
さ
れ
る
前
は
、
使
用
者

は
疾
病
職
員
に
対
し
て
の
み
賃
金
を
継
続
支
払
い
す
れ
ば
よ
か
っ
た
の
が
、
Ｌ
Ｆ
Ｚ
Ｇ
導
入
に
よ
り
、
使
用
者
は
疾
病
労
働
者
に
対
し

て
も
賃
金
を
継
続
支
払
い
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
使
用
者
の
負
担
増
に
対
処
す
る
た
め
で
あ
っ
（
５５
）

た
。
歴
史
的
に
見
て
も
、
疾
病
職

員
に
対
す
る
所
得
保
障
は
「
労
働
法
に
よ
る
解
決
」
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
長
年
使
用
者
に
よ
っ
て
負
担
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
に
対
し

小企業使用者に対する費用調整制度
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て
、
疾
病
労
働
者
に
対
す
る
所
得
保
障
は
も
と
も
と
「
社
会
保
険
に
よ
る
解
決
（
疾
病
金
庫
に
よ
る
所
得
保
障
）」
に
委
ね
ら
れ
て
い

た
の
が
、
Ｌ
Ｆ
Ｚ
Ｇ
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
労
働
法
上
の
解
決
（
使
用
者
に
よ
る
所
得
保
障
）
に
な
っ
た
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
た
し
か
に

疾
病
労
働
者
に
対
す
る
費
用
の
み
を
調
整
の
対
象
と
し
た
こ
と
に
は
、
意
味
が
あ
る
。
と
は
い
え
、
Ｌ
Ｆ
Ｚ
Ｇ
制
定
か
ら
す
で
に
三
〇

年
が
経
過
し
て
お
り
も
は
や
労
働
者
と
職
員
を
区
別
す
べ
き
理
由
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
現
在
で
は
労
働
者
と
職
員
の
賃
金
継

続
支
払
請
求
権
は
賃
金
継
続
支
払
法
に
統
一
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
職
員
に
対
す
る
負
担
が
労
働
者
に
対
す
る
負
担
と
比
べ
て

少
な
い
わ
け
で
は
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
、
疾
病
に
対
す
る
予
測
可
能
性
や
危
険
回
避
可
能
性
が
職
員
の
場
合
に
容
易
で
あ
る
わ
け
で
は

な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
学
説
に
お
い
て
は
、
Ｌ
Ｆ
Ｚ
Ｇ
一
〇
条
が
対
象
を
労
働
者
と
職
業
訓
練
生
に
限
定
し
、
職
員
を
含
ん
で
い
な
い

こ
と
は
、
基
本
法
三
条
一
項
に
抵
触
す
る
と
の
主
張
が
強
く
な
さ
れ
て
い（
５６
）

る
。

五

お

わ

り

に

ド
イ
ツ
に
お
け
る
小
企
業
使
用
者
に
対
す
る
費
用
調
整
制
度
は
、
連
邦
社
会
裁
判
所
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
断
に
よ
れ
ば
基
本
法

に
抵
触
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
制
度
の
合
理
性
に
つ
い
て
は
疑
問
の
声
も
少
な
く
な
い
。
女
性
被
用
者
に
か
か
る
費
用
の
調
整
に
関

し
て
、
一
九
八
七
年
に
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
大
学
開
発
計
画
・
構
造
研
究
所
が
行
っ
た
調
査
・
報
告
に
よ
れ
ば
、
疾
病
時
の
費
用
調
整
と
比

べ
て
使
用
者
の
費
用
軽
減
効
果
は
少
な
く
女
性
雇
用
促
進
効
果
も
現
れ
て
い
な
い
こ
と
、
低
賃
金
の
女
性
被
用
者
に
関
し
て
は
制
度
を

利
用
す
る
必
要
が
な
い
こ
と
、
財
政
規
模
と
比
較
し
て
事
務
費
が
高
額
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い（
５７
）

る
。
も
ち
ろ
ん
そ

の
一
方
で
、
負
担
軽
減
の
恩
恵
を
受
け
た
小
企
業
は
い
る
の
で
、
費
用
調
整
制
度
の
廃
止
や
見
直
し
と
い
う
意
見
は
出
な
か
っ
た
が
、

積
極
的
に
費
用
調
整
制
度
を
拡
張
・
展
開
し
よ
う
と
い
う
提
案
も
な
さ
れ
な
か
っ
た
。

学
説
の
中
に
は
、
使
用
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
費
用
調
整
制
度
の
拡
大
を
指
摘
す
る
も
の
も
あ
る（
５８
）

が
、
実
務
に
お
い
て
は
、
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費
用
調
整
制
度
の
拡
大
に
対
し
て
は
、
む
し
ろ
消
極
的
な
意
見
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
Ｌ
Ｆ
Ｚ
Ｇ
に
よ
る
費
用
調
整
制
度
は
、
少
な
く
と
も
疾
病
労
働
者
を
雇
う
使
用
者
に
対
し
て
、
一
定

の
効
果
を
あ
げ
て
き
た
。
ま
た
、
費
用
調
整
制
度
は
、
疾
病
労
働
者
に
対
す
る
賃
金
継
続
支
払
制
度
を
創
設
す
る
際
の
、
極
め
て
重
要

な
ツ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
新
し
い
被
用
者
保
護
給
付
を
創
設
す
る
に
あ
た
っ
て
、
誰
が
そ
の
負
担
を
す
る
か
と
い
う
問
題
は
避
け
て
通
れ

な
い
。
ド
イ
ツ
に
お
け
る
費
用
調
整
制
度
は
、
被
用
者
に
対
す
る
給
付
を
充
実
す
る
た
め
の
財
源
確
保
の
点
で
、
一
つ
の
ア
イ
デ
ィ
ア

を
示
す
も
の
で
あ
る
。

（
１
）

本
稿
で
は
、
労
働
者（
労
基
法
九
条
な
ど
）に
代
え
て
、「
被
用
者
」の
語
を
用
い
る
。
ド
イ
ツ
で
は
歴
史
的
に
、
被
用
者
（A

rbeitn
eh

m
er

）

が
、
主
と
し
て
肉
体
労
働
に
従
事
す
る
「
労
働
者
」（A

rbeiter

）
と
、
主
と
し
て
精
神
的
・
知
的
労
働
に
従
事
す
る
「
職
員
」（A

n
gestellte

）

に
区
分
さ
れ
、
労
働
法
規
の
中
に
も
労
働
者
と
職
員
で
異
な
る
規
定
を
置
く
も
の
が
あ
っ
た
。
一
九
九
〇
年
に
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
、
労
働

者
と
職
員
に
つ
い
て
異
な
る
解
約
告
知
期
間
を
設
け
る
こ
と
が
憲
法
に
違
反
す
る
と
判
断
し
て
以
降
、
労
働
者
と
職
員
の
区
分
は
少
な
く
な

っ
て
い
る
が
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
テ
ー
マ
で
は
労
働
者
と
職
員
の
区
別
が
残
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、「
労
働
者
」、「
職
員
」、
そ
し
て
両

者
を
総
括
す
る
語
と
し
て
「
被
用
者
」
を
用
い
る
。

（
２
）

た
だ
し
業
務
上
の
負
傷
・
疾
病
の
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
、
休
業
特
別
支
給
金
（
特
別
支
給
金
支
給
規
則
三
条
）
を
受
給
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
実
際
に
は
賃
金
の
八
〇
％
が
保
障
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
労
働
協
約
な
ど
に
よ
り
上
積
み
補
償
が
取
り
決
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
私
傷
病
の
場
合
に
も
、
各
企
業
独
自
の
私
傷
病
保
障
制
度
に
よ
り
、
一
定
期
間
に
限
っ
て
一
〇
〇
％
の
賃
金
を
支

払
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。
私
傷
病
保
障
制
度
に
関
す
る
調
査
と
し
て
、
企
業
福
祉
四
七
九
号
（
一
九
九
八
年
）
六
頁
以
下
、
『
病

気
休
暇
制
度
に
関
す
る
調
査
研
究
（
日
本
労
働
研
究
機
構
調
査
研
究
報
告
書
一
〇
五
号
）』（
一
九
九
八
年
）
四
八
頁
以
下
を
参
照
。

（
３
）

拙
稿
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
疾
病
被
用
者
の
所
得
保
障
の
転
換
」
姫
路
法
学
二
五
・
二
六
合
併
号
（
一
九
九
九
年
）
二
三
七
頁
以
下
参
照
。

（
４
）

疾
病
時
の
被
用
者
に
対
す
る
賃
金
継
続
支
払
は
、
か
つ
て
被
用
者
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
に
規
定
さ
れ
、
旧
賃
金
継
続
支
払
法（
Ｌ
Ｆ
Ｚ
Ｇ
）

の
ほ
か
、
民
法
典
、
商
法
典
、
営
業
法
、
職
業
訓
練
法
、
船
員
法
に
、
そ
れ
ぞ
れ
賃
金
継
続
支
払
規
定
が
お
か
れ
て
い
た
が
、
一
九
九
四
年
、

小企業使用者に対する費用調整制度
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全
被
用
者
を
対
象
と
す
る
現
行
の
賃
金
継
続
支
払
法
（E

n
tgeltfortzah

lu
n

gsgesetz,B
G

B
l.I

1994,S
.1014[1065]

）
に
、
ま
と
め
ら

れ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
Ｌ
Ｆ
Ｚ
Ｇ
の
一
〜
九
条
は
削
除
さ
れ
た
が
、
費
用
調
整
制
度
に
つ
い
て
規
定
す
る
Ｌ
Ｆ
Ｚ
Ｇ
一
〇
条
以
下
は
削
除
さ

れ
ず
、
ま
た
、
賃
金
継
続
支
払
法
に
費
用
調
整
制
度
に
関
す
る
規
定
が
新
た
に
お
か
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
Ｌ
Ｆ
Ｚ
Ｇ
一
〇
条
以
下
は
、

現
在
も
な
お
効
力
を
有
し
費
用
調
整
制
度
の
根
拠
規
定
と
な
っ
て
い
る
。

（
５
）

V
ossen

,
E

n
tgeltfortzah

lu
n

g
bei

K
ran

kh
eit

u
n

d
an

F
eiertagen

,
1997,

S
.

297,
S

ch
n

eider,
D

ie
E

rw
eiteru

n
g

des

A
u

sgleich
sverfah

ren
s

n
ach

dem
L

oh
n

fortzah
lu

n
gsgesetz,B

B
1985,S

.2119,S
ieg,M

ech
an

ism
en

zu
r

M
in

deru
n

g
des

R
isikos

der
E

n
tgeltfortzah

lu
n

g
beiK

ran
kh

eit,B
B

1996,S
.1770.

（
６
）

B
S

G
24.5.1973,B

S
G

E
36,S

.16.

（
７
）

社
会
保
険
の
定
義
と
も
か
か
わ
る
が
、
広
い
意
味
で
の
社
会
保
険
の
一
つ
と
も
い
え
る
。V

gl.S
ieg

(A
n

m
.5),S

.1770.

ま
た
、「
賃

金
継
続
支
払
保
険
」
と
い
う
表
現
が
、
慣
用
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。M

arbu
rger,

G
eh

alts-
u

n
d

L
oh

n
fortzah

lu
n

g
im

K
ran

kh
eitsfall,

3.
A

u
fl.,

1977,
S

.
52,

S
ch

m
itt,

L
oh

n
fortzah

lu
n

gsgesetz,
1992,

S
.

193,
F

igge,
A

u
sw

eitu
n

g
der

L
oh

n
fortzah

lu
n

gversich
eru

n
g

ab
1.1.1986

au
frein

e
A

n
gestellten

betriebe,D
B

1985,S
.2560,S

ch
n

eider
(A

n
m

.5),S
.

2214.

（
８
）

こ
こ
で
任
意
費
用
調
整
制
度
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
す
る
。
中
規
模
以
上
の
企
業
の
使
用
者
は
、
Ｌ
Ｆ
Ｚ
Ｇ
一
〇
条
の
要
件
を
満
た
さ

な
い
の
で
、
疾
病
金
庫
が
行
う
費
用
調
整
制
度
に
参
加
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
自
己
の
属
す
る
産
業
部
門
に
任
意
調
整
機
関
が
設
立
さ

れ
て
い
る
場
合
に
は
、
費
用
調
整
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
任
意
調
整
機
関
を
設
立
す
る
た
め
の
要
件
と
し
て
、
�
使
用
者
に
よ

っ
て
設
立
さ
れ
る
こ
と
、
�
使
用
者
が
、
一
つ
の
、
か
つ
、
同
一
の
産
業
部
門
に
属
し
て
い
る
こ
と
、
�
機
関
が
、
費
用
調
整
の
目
的
に
資

す
る
こ
と
、
�
使
用
者
の
機
関
設
立
お
よ
び
費
用
調
整
制
度
へ
の
参
加
の
任
意
性
が
保
障
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
、
必
要
で
あ
る
。V

gl.

A
n

lage
zu

m
R

dsch
r.des

B
M

A
vom

14.10.1969,D
O

K
1969,S

.853.

制
度
の
設
立
が
、
政
府
や
疾
病
金
庫
で
は
な
く
複
数
の
使
用

者
の
自
主
性
に
任
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
費
用
調
整
制
度
が
切
望
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
現
状
に
お
い
て
は
、
任
意
費
用
調
整
制
度
は

実
際
の
と
こ
ろ
機
能
し
て
い
な
い
。

（
９
）

S
ch

u
lin

/Igl,S
ozialrech

t,7.A
u

fl.,2002,S
.195

ff.,S
.199

f.

（
１０
）

前
掲
・
拙
稿
（
３
）
二
三
八
頁
以
下
参
照
。
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（
１１
）

B
u

n
destags-D

ru
cksach

e
2/1704.

（
１１
ａ
）

家
族
負
担
調
整
金
庫
は
、
一
九
五
四
年
、
児
童
手
当
法
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
。
当
時
、
児
童
手
当
は
、
連
邦
の
負
担
で
は
な
く
、

使
用
者
の
負
担
で
あ
っ
た
（
旧
児
童
手
当
法
九
条
参
照
）。
労
災
保
険
保
険
料
の
支
払
義
務
を
負
う
使
用
者
は
、
家
族
負
担
調
整
金
庫
に
保

険
料
（
分
担
金
）
を
納
め
、
そ
れ
を
財
源
と
し
て
、
所
定
の
要
件
を
充
た
す
被
用
者
、
自
営
業
者
ら
に
、
児
童
手
当
相
当
額
が
支
給
さ
れ
た

（
同
法
一
条
、
一
〇
条
参
照
）。
家
族
負
担
調
整
金
庫
は
、
労
災
保
険
の
保
険
者
で
あ
る
同
業
者
保
険
組
合
に
設
置
さ
れ
た
が
（
同
法
五
条
）、

そ
れ
は
、
同
業
者
保
険
組
合
が
労
働
関
係
全
般
を
把
握
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
容
易
か
つ
効
率
的
に
、
児
童
手
当
法
を
実
施
で
き
る
と
考
え

た
た
め
で
あ
っ
た
。
な
お
、
現
在
で
は
、
児
童
手
当
は
税
を
財
源
と
し
て
お
り
、
使
用
者
の
負
担
は
な
い
（
連
邦
児
童
手
当
法
九
条
参
照
）。

ド
イ
ツ
の
児
童
手
当
に
つ
い
て
は
、
倉
田
賀
世
「
ド
イ
ツ
家
族
負
担
調
整
の
一
断
面
」
北
大
法
学
研
究
科
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
サ
ー
チ
・
ジ
ャ
ー

ナ
ル
六
号
（
一
九
九
九
年
）
一
二
七
頁
以
下
参
照
。

（
１２
）

D
oku

m
en

te
zu

r
gesetzlich

en
R

egelu
n

g-D
ie

L
oh

n
fortzah

lu
n

g
im

K
ran

kh
eitsfalle-,

1957,
S

.
18.

こ
のD

oku
m

en
te

は
、
一
九
五
五
〜
五
七
年
の
議
会
資
料
、
委
員
会
資
料
、
書
簡
な
ど
を
、
ド
イ
ツ
労
働
組
合
同
盟
が
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
１３
）

Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
試
算
に
対
し
て
、
調
整
基
金
の
制
度
化
は
、
疾
病
被
用
者
に
対
す
る
疾
病
金
庫
の
負
担
を
軽
減
す
る
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
に
よ
り
疾
病
保
険
の
保
険
料
が
引
き
下
げ
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
一
・
五
％
の
人
件
費
高
騰
に
し
か
つ
な
が
ら
な
い

と
、
反
論
し
て
い
る
。D

oku
m

en
te

(A
n

m
.12),S

.147.

（
１４
）

D
oku

m
en

te
(A

n
m

.
12),

S
.

18
f.

Ｃ
Ｄ
Ｕ
は
、
他
の
方
法
と
し
て
、
疾
病
手
当
に
加
え
て
使
用
者
が
一
定
の
手
当
を
支
払
い
、
そ
の

手
当
に
つ
い
て
は
税
金
と
社
会
保
険
保
険
料
を
免
除
す
る
こ
と
を
、
あ
げ
て
い
る
。
Ｃ
Ｄ
Ｕ
の
提
案
は
、
労
働
者
の
疾
病
時
の
所
得
保
障
を
、

疾
病
金
庫
と
使
用
者
が
担
う
「
分
裂
し
た
解
決
」
で
あ
る
。

（
１５
）

D
oku

m
en

te
(A

n
m

.12),S
.113.

（
１６
）

D
oku

m
en

te
(A

n
m

.12),S
.90.

（
１７
）

D
oku

m
en

te
(A

n
m

.12),S
.90

ff.

（
１８
）

D
oku

m
en

te
(A

n
m

.12),S
.161

ff,S
.223

ff.

（
１９
）

費
用
調
整
制
度
に
関
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
意
見
が
あ
っ
た
。
賛
成
意
見
と
し
て
、
調
整
基
金
は
使
用
者
の
負
担
で
な
さ
れ
る
の
で

被
用
者
に
と
っ
て
実
際
上
の
改
善
を
も
た
ら
す
こ
と
、
中
小
企
業
の
被
用
者
、
使
用
者
双
方
の
利
益
に
資
す
る
こ
と
、
反
対
意
見
と
し
て
、

小企業使用者に対する費用調整制度
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疾
病
金
庫
の
仕
事
量
が
増
加
す
る
こ
と
、
疾
病
金
庫
の
事
務
費
が
高
額
に
な
る
こ
と
、
手
続
に
関
す
る
規
定
が
十
分
で
な
い
た
め
こ
の
ま
ま

で
は
機
能
し
な
い
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
こ
と
が
、
指
摘
さ
れ
た
。D

oku
m

en
te

(A
n

m
.12),S

.188,S
.200

ff.

（
２０
）

B
u

n
destags-D

ru
cksach

e
4/817.

（
２１
）

B
u

n
destags-D

ru
cksach

e
5/3983,5/3985.

（
２２
）

B
u

n
destags-D

ru
cksach

e
5/4285.

（
２３
）

B
u

n
destags-D

ru
cksach

e
5/4285,S

.3.

（
２４
）

B
u

n
destags-D

ru
cksach

e
5/4285,S

.4.

（
２５
）

B
u

n
destags-D

ru
cksach

e
10/2102,S

.18.

（
２６
）

例
と
し
て
、
小
売
商
、
弁
護
士
事
務
所
、
診
療
所
、
旅
行
代
理
店
な
ど
。

（
２７
）

短
時
間
被
用
者
の
雇
用
を
妨
げ
る
要
因
の
一
つ
が
解
消
さ
れ
た
と
も
い
え
る
。B

u
n

destags-D
ru

cksach
e

10/2102,S
.18.

（
２８
）

法
改
正
以
前
は
、
規
約
に
よ
り
支
給
割
合
が
六
〇
〜
七
〇
％
に
定
め
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
。B

u
n

destags-
D

ru
cksach

e

13/2763,S
.12.

（
２９
）

B
u

n
destags-D

ru
cksach

e
13/2763,S

.12,L
en

z,Ä
n

deru
n

gen
im

M
u

ttersch
u

tzrech
t,N

JW
1997,S

.1492.

（
３０
）

S
ch

m
itt,E

n
tgeltfortzah

lu
n

gsgesetz,4.A
u

fl.,1999,S
.403.

（
３１
）

S
ch

m
itt

(A
n

m
.30),S

.432.

（
３２
）

B
S

G
12.3.1996,N

Z
A

1997,S
.342.

（
３３
）

K
aiser/D

u
n

kl/H
old/K

lein
sorge,E

n
tgeltfortzah

lu
n

gsgesetz,5.A
u

fl.,2000,S
.466,V

ogelsan
g,E

n
tgeltfortzah

lu
n

g,

2003,S
.175.

（
３４
）

一
九
九
七
年
に
費
用
調
整
制
度
に
参
加
し
た
使
用
者
は
、
約
一
五
三
万
人
で
あ
る
（
旧
西
独
州
、
た
だ
し
東
ベ
ル
リ
ン
を
含
む
）。
そ
れ

に
対
し
て
、
同
年
の
疾
病
金
庫
の
被
保
険
者
は
、
約
四
〇
七
五
万
人
で
あ
る（
旧
西
独
州
お
よ
び
東
ベ
ル
リ
ン
）。B

u
n

desm
in

isteriu
m

fü
r

G
esu

n
dh

eit,D
ie

gesetzlich
e

K
ran

ken
versich

eru
n

g
in

der
B

u
n

desrepu
blik

D
eu

tsch
lan

d
im

Jah
re

1997,1998,S
.15,T

296.

（
３５
）

一
九
九
六
年
法
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ド
イ
ツ
賃
金
継
続
支
払
法
の
変
更
」
姫
路
法
学
二
三
・
二
四
合
併
号
（
一
九
九
八
年
）
四
一
四
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頁
以
下
参
照
。

（
３６
）

B
u

n
destags-D

ru
cksach

e
14/45,S

.17.

拙
稿
「
法
律
変
更
が
労
働
協
約
に
及
ぼ
す
影
響
」
姫
路
法
学
二
九
・
三
〇
合
併
号
（
二
〇

〇
〇
年
）
六
二
四
頁
以
下
も
参
照
。

（
３７
）

V
ossen

(A
n

m
.

5
),

S
.

290,
W

älterm
an

n
,

E
rstattu

n
g

der
A

rbeitgeberau
fw

en
du

n
gen

n
ach

dem

L
oh

n
fortzah

lu
n

gsgesetz,3.A
u

fl.,1975,S
.34.

（
３８
）

二
〇
〇
〇
年
七
月
時
点
で
は
、
一
七
の
地
区
疾
病
金
庫
の
う
ち
一
一
が
こ
の
支
給
割
合
を
定
め
て
い
る
。
最
も
支
給
割
合
が
低
い
の
は
、

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
地
区
疾
病
金
庫
の
四
五
％
・
五
五
％
・
六
五
％
。

（
３９
）

申
請
が
あ
れ
ば
疾
病
金
庫
は
直
ち
に
使
用
者
に
支
払
い
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ハ
ン
ブ
ル
ク
地
区
疾
病
金
庫
で
は
使
用
者
に
よ
る

申
請
の
翌
日
に
支
払
い
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
（
二
〇
〇
〇
年
に
筆
者
が
行
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）。

（
４０
）

W
älterm

an
n

(A
n

m
.

37),
S

.42.

Ｌ
Ｆ
Ｚ
Ｇ
に
基
づ
く
支
給
と
、
社
会
保
険
保
険
料
を
相
殺
す
る
こ
と
は
法
律
上
認
め
ら
れ
て
い
る

（
Ｌ
Ｆ
Ｚ
Ｇ
一
三
条
二
項
）。

（
４１
）

ハ
ン
ブ
ル
ク
地
区
疾
病
金
庫
か
ら
の
回
答
（
二
〇
〇
〇
年
）。

（
４２
）

疾
病
金
庫
は
年
金
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
機
関
で
も
あ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
算
定
形
式
は
業
務
を
簡
略
化
で
き
る
。K

aiser/D
u

n
kl

/H
old/K

lein
sorge

(A
n

m
.33),S

.519.

（
４３
）

疾
病
金
庫
は
、
費
用
調
整
制
度
の
会
計
を
特
別
財
産
と
し
て
、
疾
病
金
庫
の
そ
の
他
の
会
計
と
は
別
個
に
運
営
・
執
行
す
る
（
Ｌ
Ｆ
Ｚ

Ｇ
一
五
条
）。
特
別
財
産
内
に
事
業
資
金
を
設
け
る
こ
と
は
許
さ
れ
て
い
る
が
（
Ｌ
Ｆ
Ｚ
Ｇ
一
六
条
一
項
二
号
）、
そ
の
額
は
三
か
月
分
の
支

出
額
相
当
額
を
こ
え
て
は
な
ら
な
い
（
Ｌ
Ｆ
Ｚ
Ｇ
一
六
条
三
項
）。
し
た
が
っ
て
疾
病
金
庫
が
分
担
金
を
多
め
に
徴
収
し
て
そ
れ
を
運
用
す

る
こ
と
は
、
実
際
に
不
可
能
で
あ
る
。

（
４４
）

ち
な
み
に
ハ
ン
ブ
ル
ク
地
区
疾
病
金
庫
で
は
、
六
〇
％
の
場
合
が
一
・
八
五
％
、
八
〇
％
の
場
合
は
四
・
八
〇
％
で
あ
る
。
支
給
割
合

の
選
択
は
使
用
者
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
た
め
、
リ
ス
ク
の
高
い
使
用
者
は
八
〇
％
を
選
択
し
、
そ
の
こ
と
が
料
率
の
上
昇
に
つ
な
が
る
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

（
４５
）

B
S

G
15.5.1974,S

ozR
7860

zu
N

r
1
§

10
L

F
Z

G
.

（
４６
）

B
V

erfG
26.4.1978,B

V
erfG

E
48,S

.227
ff.

小企業使用者に対する費用調整制度
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（
４７
）

S
peil/B

aldau
f,M

u
ttersch

u
tz

u
n

d
A

rbeitsloh
n

,1990,S
.117

f.

（
４８
）

B
S

G
24.5.1973,B

S
G

E
36,S

.16.

（
４９
）

当
時
、
費
用
調
整
の
対
象
は
疾
病
労
働
者
に
支
払
わ
れ
た
賃
金
で
あ
り
、
母
性
保
護
関
連
の
支
給
は
、
対
象
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。

（
５０
）

B
S

G
24.6.1992,B

S
G

E
71,S

.24.

（
５１
）

W
an

k,A
rbeiter

u
n

d
A

n
gestellte,1992,S

.364.

（
５２
）

W
an

k
(A

n
m

.51),S
.371.

（
５３
）

W
an

k
(A

n
m

.51),S
.371.

（
５４
）

B
S

G
20.4.1999,N

Z
A

-R
R

,S
.594.

（
５５
）

B
S

G
15.5.1974,S

ozR
7860

zu
N

r
1
§

10
L

F
Z

G
.

（
５６
）

C
an

aris,
D

as
F

eh
len

ein
er

K
lein

betriebsregelu
n

g
fü

r
die

E
n

tgeltfortzah
lu

n
g

an
kran

ke
A

n
gestellte

als

V
erfassu

n
gsverstoβ,

R
dA

1997,
S

.269
f.,

B
oecken

,
P

roblem
e

der
E

n
tgeltfortzah

lu
n

g
im

K
ran

kh
eitsfall,

N
Z

A
1999,

S
.683.

（
５７
）

S
peil/B

aldau
f

(A
n

m
.47),S

,65
ff.,S

.89,S
.102.

（
５８
）

P
reis,D

ie
A

ktu
alität

des
A

rbeitsvertragsgsetzes,in
B

lan
k

(H
rsg.),A

rbeitsrech
t

im
21.Jah

rh
u

n
dert,1999,S

.40.

た
だ
し
、P

reis

教
授
は
、
「
労
働
法
に
よ
る
解
決
」
に
し
た
が
っ
た
賃
金
継
続
支
払
制
度
に
必
ず
し
も
肯
定
的
で
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
「
社

会
保
険
法
に
よ
る
解
決
」
の
部
分
的
導
入
に
期
待
し
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。P

reis,S
.38.

〔
追
記
〕

関
西
社
会
保
障
法
研
究
会
（
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
）
で
は
、
西
村
健
一
郎
教
授
、
品
田
充
儀
教
授
、
服
部
高
宏
教
授
ほ
か
、
参
加
者

の
方
々
か
ら
有
益
な
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
を
申
し
あ
げ
る
。
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